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１．医歯学総合研究科修士課程医歯理工保健学専攻の概要 

人材育成目標

医学、歯学、生命理工学、保健学を中心とする多分野融合を実現した体系的な教育課程を基に、生命科学領域の

相互連携を図り、人類の健康と福祉に関する幅広い知識および高い倫理観を有する医学、歯学、生命理工学、保

健学分野の教育者、研究者、技術者等を育成する。

アドミッションポリシー

修士（医科学、歯科学、口腔保健学、理学、工学、保健学） 

《求める学生像》

本学の掲げる幅広い教養と豊かな人間性、高い倫理観、自ら考え解決する創造性と開拓力、国際性と指導力を

備えた人材を育成するという教 

育理念の下、本学大学院修士課程医歯理工保健学専攻のディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに示

す教育を行っている。このよう 

な教育を受ける者として、次に掲げる意欲・目的意識と知識・技能等を備えた学生を求める。 

１) 入学に際して明確な目的意識を持ち、各専門領域の学習を体系的、集中的に行う意欲を有している。

２) 各専門領域の学習に必要な学士レベルの基礎知識・技能を有している。

３) 研究活動に必要な論理的思考力、英語力、コミュニケーション能力を備えている。

《入学者選抜の基本方針》 

筆記試験により英語力や専門領域の基礎的知識を評価し、面接試験及び出願書類により適性や意欲、コミュニ

ケーション能力を見ることで、総合的に判定する。 

修士（グローバル健康医学） 

《What We Expect of Our Students》 

In view of the training objectives outlined for this course of study, course applicants are sought who 

are excellent team players, are able to express and convey their own thoughts precisely, possess the English 

abilities needed for studies after enrollment, have the motivation to acquire specialized expertise in 

a systematic, focused manner and to whom any of the following apply. 

1) Applicants who can "think globally and act globally" and want to find concrete solutions to pressing

public health issues around the world. 

2) Applicants who have big ambitions to carry out the most innovative research in public health to achieve

critical goals that make a difference in public health around the globe. 

《Basic Entrance Examination Policies》 

Applicants are evaluated in a comprehensive manner through interview and application documents to 

assess English proficiency, aptitude, motivation and communication skills. 

カリキュラムポリシー

本学大学院医歯学総合研究科医歯理工保健学専攻では、ディプロマポリシーに掲げる目標を達成するために、教

育課程を編成するにあたっては、教育内容、教育方法、学習成果の評価方法等を以下のように設定する。

修士（医科学） 

1



１）生命倫理などの医科学全般の基礎や研究遂行に必要な方法論の教育のために、初期研究研修プログラムを設

定する。 
２）医科学領域の高度な専門知識を習得するための専門科目を設ける。 
３）幅広い高度専門知識を獲得できるように、医科学に関連した多様な専門科目を設ける。 
４）本学の附属病院における先端的な実際の医療活動の現場を体験する科目、臨床分野の医療活動の考え方を学

ぶ科目を用意する。 
５）研究実習は、生命倫理、利益相反、遺伝子組み換え、病原体等に関する各委員会の承認のもとで行う。 
６）専門分野における最先端の知識と技術を身につけ、科学的思考力と倫理観に根ざす高度な実践を展開できる

能力を養うため、演習・実習・研究科目を設ける。 
７）客観的で学際的な研究指導および論文作成指導のため複数指導体制を用意する。 
８）国際性の向上のため、英語での学習にも対応する。 
９）成績評価は、定期試験、レポートの提出、講義への参加状況などに基づき、各履修科目において学修達成度

を適切に反映する基準を定めた上で行う。 
１０）本研究科の博士課程への進学希望に対して、そのアドミッションポリシーに十分に対応するカリキュラム

構成とする。 
１１）学位論文については、ディプロマ・ポリシーに基づき厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を

適切に行う。 
 修士（歯科学）  
１）生命倫理などの生命科学全般の基礎や研究遂行に必要な方法論の教育のために、初期研修プログラムを設定

する。 
２）歯科学領域の高度な専門知識を習得するための専門科目を設ける。 
３）幅広い高度専門知識を獲得できる様に、歯科学に関連した多様な専門科目を設ける。 
４）専門分野における高度な知識と技術を身につけ、科学的思考力と倫理観に根ざす高度な実践を展開できる能

力を養うため、演習・実習・研究科目を設ける。 
５）成績評価は、定期試験、レポートの提出、講義への参加状況などに基づき、各講義において学修達成度を適

切に反映する基準を定めた上で行う。 
６）学位論文については、ディプロマ・ポリシーに基づき厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適

切に行う。 
 

 修士（口腔保健学）  
１）生命倫理などの生命科学全般の基礎や研究遂行に必要な方法論の教育のために、初期研修プログラムを設定

する。 
２）口腔保健学領域の高度な専門知識を習得するための専門科目を設ける。 
３）幅広い高度専門知識を獲得できる様に、口腔保健学に関連した多様な専門科目を設ける。 
４）専門分野における高度な知識と技術を身につけ、科学的思考力と倫理観に根ざす高度な実践を展開できる能

力を養うため、演習・実習・研究科目を設ける。 
５）成績評価は、定期試験、レポートの提出、講義への参加状況などに基づき、各講義において学修達成度を適

切に反映する基準を定めた上で行う。 
６）学位論文については、ディプロマ・ポリシーに基づき厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適

切に行う。 
 

 修士（理学）  
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１）生命倫理などの生命科学全般の基礎や研究遂行に必要な方法論の教育のために、初期研究研修プログラムを

設定する 
２）生命科学領域の高度な専門知識を習得するための専門科目を設ける。 
３）幅広い高度専門知識を獲得できるように、生命科学に関連した多様な専門科目を設ける。 
４） 専門分野における最先端の知識と技術を身につけ、科学的思考力と倫理観に根ざす高度な実践を展開できる

能力を養うため、演習・実習・研究科目を設ける。 
５）複数指導体制により客観的で学際的な研究指導および論文作成指導を行う。 
６）成績評価は、定期試験、レポートの提出、講義への参加状況などに基づき、各講義において学修達成度を適

切に反映する基準を定めた上で行う。 
７）学位論文については、ディプロマ・ポリシーに基づき厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適

切に行う。 
 

 修士（工学）  
１）生命倫理などの生命科学全般の基礎や研究遂行に必要な方法論の教育のために、初期研究研修プログラムを

設定する 
２）生体工学領域の高度な専門知識を習得するための専門科目を設ける。 
３）幅広い高度専門知識を獲得できるように、生体工学に関連した多様な専門科目を設ける。 
４）専門分野における最先端の知識と技術を身につけ、科学的思考力と倫理観に根ざす高度な実践を展開できる

能力を養うため、演習・実習・研究科目を設ける。 
５）複数指導体制により客観的で学際的な研究指導および論文作成指導を行う。 
６）成績評価は、定期試験、レポートの提出、講義への参加状況などに基づき、各講義において学修達成度を適

切に反映する基準を定めた上で行う。 
７）学位論文については、ディプロマ・ポリシーに基づき厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適

切に行う。 
 

 修士（保健学）  
１）生命倫理などの生命科学全般の基礎や，研究遂行に必要な方法論の教育のために，初期研修プログラムを設

定する。 
２）臨床検査学領域の専門的知識と研究力を身につけるために，講義，演習，研究実習を設定する。 
３）臨床検査技師としての技能，倫理感，対人関係を研修する仕組みを設ける。 
４）幅広い視野からの学習を促進するため，医歯理工系も含めた多彩な科目を履修できるようにする。 
５）医療系大学院生として習得すべき教養科目を設定する。 
６）学生のプレゼンテーション力を養成し，客観的・学際的な研究指導を充実させるために， 教員と学生が研究

の進捗状況について分野の枠を超えて討論する場を設ける。 
７）国際性向上のため，学生の国際学会発表，海外研修，海外留学，外国人留学生の受け入れなどを推進する。 
８）成績は各科目の特性に応じた基準を定めて，多面的に評価する。 
９）学位論文については、ディプロマ・ポリシーに基づき厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適

切に行う。 
 

 修士（グローバル健康医学）  
本学大学院医歯学総合研究科医歯理工保健学専攻グローバルヘルスリーダー養成コースでは、ディプロマポリシ

ーに掲げる目標を達成するために、教育課程を編成するにあたっては、教育内容、教育方法、学習成果の評価方
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法等を以下のように設定する。 
１）グローバルに公衆衛生学分野で活躍するために必須である5分野（疫学、生物統計学、医療管理学、行動科

学、環境保健学）をカバーするために「疫学入門」、「社会疫学」、「生物統計入門」、「保健医療システム・マ

ネジメント」、「行動科学」、「地球環境と健康」の授業科目を設け必修とする。医師・歯科医師の経験がない

学生は、医学・健康科学全般の知識を修得させるため「公衆衛生のための医学・生物学」も必修とする。グ

ローバルな健康課題に関する知識についても必修とする。フィールド調査による現場経験も必修とする。よ

り高度または専門性の高い分野については選択とする。 
２）地球規模の課題を解決するための国際性を身につけさせるために、グローバル健康医学科目は全て英語によ

り授業を行う。また、ケースを用いた実践的な講義を行う。 
３）学習成果の評価は、各授業科目のシラバスにおいて、到達目標、授業計画、成績評価基準・方法を明確に示

し、科目ごとの小テストあるいはレポート、試験により評価する。また、修士論文の内容につき最終試験を

実施する。 
４）学位論文については、ディプロマ・ポリシーに基づき厳格な評価を行い、修士論文の審査及び最終試験を適

切に行う。 
 

 

 

ディプロマポリシー 
本専攻では、次のような能力・資質を身につけていると認められた者で、かつ所定の単位を収め、本専攻が行

う修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士の学位を授与する。 
 
 修士（医科学）  
１）学術的な研究成果を有し、次世代の医科学の発展を担える研究・開発の能力を有している。 
２） 医科学に関する専門的な知識と技術を身につけ、医科学領域にて高度な実践を展開できる能力を有している。 
３）研究成果や思考過程を的確に伝え、また、理解する能力を有している。 
 
 修士（歯科学）  
１）学術的な研究成果を有し、次世代の歯科学の発展を担える研究・開発の能力を有している。 
２） 歯科学に関する専門的な知識と技術を身につけ、歯科学領域にて高度な実践を展開できる能力を有している。 
３）研究成果や思考過程を的確に伝える能力を有している。 
 
 修士（口腔保健学）  
１）学術的な研究成果を有し、次世代の口腔保健学の発展を担える研究・開発の能力を有している。 
２）口腔保健学に関する専門的な知識と技術を身につけ、口腔保健学領域における高度な実践を展開できる能力

を有している。 
３）研究成果や思考過程を的確に伝える能力を有している。 
 
 修士（理学）  
１）学術的な研究成果を有し、次世代の生命科学の発展を担える研究・開発の能力を有している。 
２）生命科学に関する専門的な知識と技術を身につけ、医療・バイオ産業界にて高度な実践を展開できる能力を

有している。 
３）研究成果や思考過程を的確に伝える能力を有している。 
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 修士（工学）  
１）学術的な研究成果を有し、次世代の生体工学の発展を担える研究・開発の能力を有している。 
２）生体工学に関する専門的な知識と技術を身につけ、医療・バイオ産業界にて高度な実践を展開できる能力を

有している。 
３）研究成果や思考過程を的確に伝える能力を有している。 
 
 修士（保健学）  
１）臨床検査学および関連領域における専門的な知識と技術を身につけ，科学的能力と倫理観に根ざす実践的能

力を有している。 
２）臨床検査学および関連領域における将来の指導者，教育者，研究者となるための基盤を有している。 
 
 修士（グローバル健康医学）  
本コースでは、次のような能力・資質を見につけていると認められた者で、かつ所定の単位を収め、本専攻が

行う修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（グローバル健康医学）の学位を授与する。 
 

１）公衆衛生学、疫学、生物統計学、ヘルスシステム、母子保健、環境保健、産業保健などグローバルな観点に

おける公衆衛生学について習熟し、統計解析ができる。 
２）本学の持つ海外拠点等を活用し、グローバルヘルスについて現場のデータを収集し、予防戦略を立案し実行

できる。 
３）疾患予防戦略を社会に展開する上で必要な論理的表現能力を有し、研究成果を社会に還元できる。 
４）本コース終了後も、継続して知識を習得する能力および問題解決能力を備えている。 
５）組織における公衆衛生のリーダーとしての素養および組織の意思決定・業務遂行でのコミュニケーション能

力を有している。 
６）国際協力を含めて、社会全般に対してのグローバルな公衆衛生学に関する情報収集および発信能力を有して

いる。 
 

標準修業年限 

 標準修業年限：２年 
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２．「科目ナンバリング」について 

 

1. 科目ナンバリングとは 

 

科目ナンバリングは、授業科目に適切な番号を付けて分類することで、学修の段階や順序

等を表し、教育課程の体系性を明示する仕組みのことです。 

本学大学院では、科目ナンバリングにより授業科目に付された特定の記号及び数字のこと

を「科目ＩＤ」と呼び、シラバスの各科目のページに掲載しています。 

なお、同じく各科目のページに掲載されている「科目コード」は、主に履修登録の際などに使

用されます。 

 

2. 「科目ＩＤ」の構成 

Ｇ Ｈ － a ３ ０ ０ １ － Ｌ 
①   ②        ③        ④               ⑤ 

 

   各桁の意味 

①授業開設部局名 

部局名 コード 

大学院 Ｇ 

 

②専攻・コース名等 

専攻・コース名等 コード 

医歯理工保健学専攻 Ｈ 

医歯理工保健学専攻医療管理政策学コース Ａ 

医歯理工保健学専攻グローバルヘルスリーダー養成コース Ｐ 

医歯学専攻 Ｍ 

生命理工医療科学専攻 Ｂ 

東京科学大学・チリ大学国際連携医学系専攻 Ｊ 

東京科学大学・チュラロンコーン大学国際連携歯学系専攻 Ｉ 

東京科学大学・マヒドン大学国際連携医学系専攻 S 

看護先進科学専攻 Ｎ 

共同災害看護学専攻 Ｄ 

大学院共通科目 Ｃ 

 

③レベル 

レベル コード 

大学院共通科目 

学部生先取履修対象科目 
a 

修士課程における発展的な内容の科目、または 

修士論文の作成にあたり履修する論文（研究）指導等の科目 
b 

博士課程における発展的な内容の科目、または 

博士論文の作成にあたり履修する論文（研究）指導等の科目 
c 

５年一貫制博士課程における発展的な内容の科目、または 

博士論文の作成にあたり履修する論文（研究）指導等の科目 
d 

6



その他 e 

 

④科目コード 

各専攻で開講している授業科目の通し番号（４桁） 

 

⑤授業形態 

授業形態 コード 

講義 Ｌ 

演習 Ｓ 

実習 Ｅ 

論文指導・研究指導 Ｔ 

その他 Ｚ 
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３．修了要件及び履修方法 

３．Requirements and Registration 

 
１．修了要件 

1. Requirements of Completion 

 

 

 

２．履修方法 

2. Registration 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 履修科目について 

1) Registering Courses 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医歯理工保健学専攻に２年以上在学し、授業科目を３０単位以上修得

し、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 
Students need to be enrolled in Master’s Program：Health Sciences and 
Biomedical Engineering for two or more years, to obtain 30 or more 
units, and to pass the thesis defense and final examination. 
 
履修登録は、指導教員と相談のうえ、履修する科目を決定し、前期及び

後期の所定の期間内に登録の手続きを行わなければならない。履修登録

の受付は教務課湯島教務室にて行う。 
同じ時間帯に開講する２つの科目を履修登録することはできない。 
※取得する学位により、履修科目が異なるため、履修登録にあたっては

事前に指導教員と授業の履修方法等について相談のうえ行うこと。履修

登録する科目の講義時間が重なっていないか、履修条件を満たしている

かを必ず確認すること。 
After talking with one’s supervisor, students need to register for courses 
during the registration period. Please submit the registration form to 
Student Division Yushima Student Office.  
Students cannot register the courses which are held at the same time. 
Please make sure to check if the class schedule doesn’t have a time 
conflict. 
*Depending on the desired field of Master’s degree, the courses the one 
needs to take differ. Please make sure to talk with one’s supervisor 
before registering courses. 
It is students’ responsibility to check the time conflict of each lectures 
and prerequisites of the courses before submitting the registration form. 
 
 
【医科学、歯科学、理学、工学、口腔保健学、保健学の学位修得を目指

す者】 
取得学位の必修科目と選択科目と合わせて３０単位以上を履修するこ

と。 
「初期研究研修」「課題研究」は、６つの学位に共通する必修科目である。

必ず履修すること。 
なお、「開設科目及び修得単位一覧表」は、取得学位別の必修科目と選択

科目、及びその単位数を示している。◎は必修科目、斜線が入っている

ものは受講できない科目である。必要単位数（30 単位以上）に達するよ

うに科目登録を行うこと。 
[Students who wish to earn the Master’s degree on Medical Science, 
Dental Science, Science, Engineering, Oral Health Care Science, 
Medical Laboratory Science]  
Students should register courses with the total of 30 or more units 
combining the core courses and electives. The courses, “Initial Research 
Training” and “Research for Thesis” are the common core courses for 
the students who desired to earn degree on any of above six fields. 
Please make sure to register for them.  
From the List of Courses and Units, please find which courses are core 
courses/electives to your desired degree field. The courses with “◎” are 
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the core courses. And the courses with slash are the ones you cannot 
register.  
 
 
☆先制医療学コースについて☆ 
先制医療学コースの学生については、必修科目以外の選択科目について、

ビッグデータ解析学、バイオメディカルデバイス理工学Ⅰ、研究倫理・医

療倫理学、先制医療学実習、先制医療学基礎実習、医療データ科学概論、

疫学入門生物統計入門の合計１１単位を履修すること。なお、疫学入門お

よび生物統計入門については、全編英語により行われる。（必修科目とス

ケジュールが重複する選択科目は 2 年次に履修すること。） 
☆Medical Sciences Program for Preemptive Medicine☆ 
Students in Medical Sciences Program for Preemptive Medicine have to 
take “Big Data Analytics,” “Biomedical Device Science and Engineering 
I,” “Medical and Research Ethics,” “Clinical Research and Development 
training course of Anticipating Medicine,” “Medical Data Science,” 
“Preemptive Medicine Basic Training Course,” “Introduction to 
Epidemiology,” and “Introduction to Biostatistics,” in total of 11 units, 
in addition to the core courses of the desired degree filed. “Introduction 
to Epidemiology” and “Introduction to Biostatistics” will be held all in 
English. (If your class schedule has time conflict. Please take elective 
courses in your 2nd year of Master’s Program.) 
 
☆遺伝カウンセリングコースについて☆ 
先進倫理医科学分野に所属し、遺伝カウンセリングコースを受講する学

生については、修士（医科学）の必須科目のほかにコース指定の 11 科

目 21 単位（遺伝医学特論、生化学、研究倫理・医療倫理学、MMA 医

療政策概論、MMA 医療とコミュニケーション、先制医療学基礎実習、

人類遺伝学、臨床遺伝学、研究倫理演習、遺伝カウンセリング学、遺伝

カウンセリング実習）を履修すること。 
☆Genetic Counseling Course☆ 
This course is limited to the students belong to Department of Life 
Sciences and Bioethics and enrolled in this course. 
 
☆臨床疫学プログラムについて☆ 
臨床疫学プログラムに参加する学生については、必修科目以外の選択科

目について、疫学基礎、生物統計学基礎、生物統計学応用Ⅰ、生物統計

学応用Ⅱ、臨床試験方法論基礎、臨床試験方法論応用、口腔疫学基礎、

疫学応用のうち５単位以上を履修したうえで、臨床疫学解析演習（プロ

グラム必修科目）を履修すること。 
☆Clinical Epidemiology Program☆ 
Students in Clinical Epidemiology Program must take at least 5 
units from “Epidemiology: Basic”, “Biostatistics: Basic”, 
“Biostatistics: AdvancedⅠ”, “Biostatistics: AdvancedⅡ”, “Clinical 
Trial Methodology : Basic”, “Clinical Trial Methodology : Advanced”, 
“Oral epidemiology: Basic”, and “Epidemiology: Advanced” in 
addition to the core courses of the desired degree field and yet 
“Statistical Analysis of Clinical Data” (compulsory subjects in the 
program). 
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２） 履修科目の追加について 

2) Adding Courses 

 

 

 

 

 

 

 

３） 医療管理政策学 

（ＭＭＡ）コースの講義につ

いて 

3) Courses of Master of 

Medical Administration (MMA) 

Course  

 

 

 

 

 

 

４）学際生命科学東京コンソーシ

アムの講義について 

4) Tokyo Interdisciplinary Life 
Science Consortium 

 

 

 

 

 

 

 
【グローバル健康医学の学位修得を目指す者（グローバルヘルスリーダー

養成 
（ＭＰＨ）コースの学生に限る。）】 
「開設科目及び修得単位一覧表」に示す必修科目２８単位および選択科目

２単位を含む合計３０単位以上を履修すること。なお、医師免許または歯

科医師免許のない学生は公衆衛生のための医学・生物学が必須である。 
【Students wishing to obtain Master of Public Health in Global Health 
(MPH) (only those in MPH Course)】 
As the List of Courses and Units shows, students have to take 30 or 
more units including 28 units of core courses and 2 units of electives. 
Students without medical or dental doctor license must take Public 
Health Biology (3321). 
 
 
履修科目を追加する場合は、各年度の前期及び後期の所定の期間内に履

修登録を受け付ける。追加履修をする場合も、教務課湯島教務室へ申し

出ること。 
（履修科目の取消については、３．２）II の*2 を参照のこと。） 
Students can add courses during the predefined periods in Spring / Fall 
semester by submitting the form to register courses additionally. 
(To drop one’s registered courses, please refer to *2 in 3. 2) II.) 
 
 
「開設科目及び修得単位一覧表」に記載されている選択科目のほかに、

医療管理政策学（ＭＭＡ）コースの科目を年間１０単位まで、受講する

ことができる(*1)。 
なお、修得した単位は修了要件単位及び GPA にも算入されるものとす

る。医療管理政策学（ＭＭＡ）コースの開設科目については、MMA の

シラバスを参照すること。 
Beside the courses on the List of Courses and Units, students can take 
courses of Master of Medical Administration (MMA) Courses (*1) up to 
10 units per year. The units and GP gained from MMA courses will be 
added to your units for completion of Master’s Program and GPA. For 
the details, please refer to the syllabus. 
 
 
上記３）と同様に学際生命科学東京コンソーシアムの他大学の科目を１

５単位まで、受講することができる(*1)。 
学際生命科学東京コンソーシアムの共通シラバスは以下の URL を参

照。 
http://dpsc.cf.ocha.ac.jp/DPSC/syllabus/ 
Students also can register for courses from Tokyo Interdisciplinary Life 
Science Consortium (*1) up to 15 units per year. Its syllabus is available 
from the following URL. 
http://dpsc.cf.ocha.ac.jp/DPSC/syllabus/ 
(*1): ＭＭＡ科目とコンソーシアム科目合わせて年間15単位まで履修可

能。 
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５）授業・試験の休講措置等につ

いて 

5) Cancelling a lecture/ exam 

 

 

６）授業欠席について 

6) Missing a lecture 
 
 
 
 
 
 
 
 
７）取得学位別履修例について 

7) Samples of course 

registration 

 

 

 

 

 

学位別履修例  

Samples 

Ⅰ．医科学 

Ⅰ. Medical Sciences 

 

 

 

 

 

 

 

(*1): Students can register the courses in total of 15 units per year at 
the maximum from MMA courses and Tokyo Interdisciplinary Life 
Science Consortium together. 
 
 
台風等の自然災害や交通機関運休に伴う授業の休講・試験の延長を決定

した場合は、本学のホームページに掲載する。 
When a lecture or an exam is cancelled due to natural or weather 
related disasters such as typhoons or cancellation of transportation, the 
notice will be up on the Science Tokyo HP 
 
授業を欠席する（した）場合は、授業欠席届様式はホームページからダ

ウンロードし教務課湯島教務室に提出すること。原則として、遅刻・欠

席の教員への連絡取次は受付けない。 
When students need to miss or missed a lecture, please submit “授業欠

席届” (Notification of Absence) toStudent Division Yushima Student 
Office.  
Please note that an administrative staff only pass the form, 欠席届, to 
the main instructor at the end of semester and he/she will decide what 
to do with one’s absence. Also, an administrative staff will not relay 
student’s being-late nor absence to the instructor.  
 
 
 
以下は、取得学位別の履修例を示している。必修科目はもれなく受講す

ること。 
なお、選択科目についてはあくまで例なので、受講する科目は指導教員

と相談のうえ、決めること。また、履修登録する科目の講義時間が重な

っていないか、履修条件を満たしているかを必ず確認すること。 
The followings are the sample of course registration based on the 
desired field of Master’s degree. Students have to take all the core 
courses according to one’s desired filed of Master’s degree. Please 
consult with your supervisor which electives to take. It is student’s 
responsibility to check the time conflict of each lectures and check the 
prerequisites of the courses before submitting the registration form. 
 

 
 
 
 
 

科目名 単位数 科目名 単位数

医歯学総合概論　 ２ 細胞生物学特論 １

初期研究研修 １ 研究倫理・医療倫理学 １

医歯理工学先端研究特論 １ 生化学 ２

課題研究 ４ 遺伝医学特論 ２

医科学演習 ４ 神経疾患特論 ２

医科学実習 ４ 薬理学 ２

人体形態学 １

人体機能学 １

病理病態学 １

環境社会医歯学 １

（必修科目単位合計） ２０ （選択科目単位数合計） １０

必修科目 選択科目

合計単位数　　　３０単位
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Ⅱ．歯科学 

Ⅱ. Dental 

Sciences 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．口腔保

健学 

Ⅲ.Oral 

Health 

Sciences 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．理学 

Ⅳ. Science 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※モデルは口腔保健衛生系である 
※The above sample is for students wishing to study oral health care sciences. 
 

 
 
 
 
 

科目名 単位数 科目名 単位数

医歯学総合概論　 ２ 細胞生物学特論 １

初期研究研修 １ 医歯薬産業技術特論 １

医歯理工学先端研究特論 １ 免疫学 ２

課題研究 ４ 発生・再生科学 ２

歯科学演習 ４ 神経疾患特論 ２

歯科学実習 ４ 機能分子化学 ２

口腔形態学 １

人体機能学 １

病理病態学 １

環境社会医歯学 １

（必修科目単位合計） ２０ （選択科目単位数合計） １０

合計単位数　　　３０単位

必修科目 選択科目

科目名 単位数 科目名 単位数

医歯学総合概論　 ２ 研究倫理・医療倫理学 １

初期研究研修 １ 細胞生物学特論 １

医歯理工学先端研究特論 １ 口腔保健福祉学 ２

課題研究 ４ ケミカルバイオロジー特論 ２

口腔保健学演習 ４ 生体材料学 ２

口腔保健学実習 ４

口腔形態学 １

人体機能学 １

病理病態学 １

環境社会医歯学 １

口腔保健臨地実習 ２

（必修科目単位合計） ２２ （選択科目単位数合計） ８

必修科目 選択科目

合計単位数　　　３０単位
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Ⅴ．工学 

V.Engineering 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．保健学 

Ⅵ. Medical 

Laborat

ory 

Science 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ．グローバ

ル 健 康

医学 

Ⅶ. Public 

Health in 

Global 

Health 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

科目名 単位数 科目名 単位数

疫学入門 ２ 実践生物統計 ２

社会疫学 ２ 公衆衛生のための医学・生物学 ２

生物統計入門 ２ 母子保健学 ２
保健医療システム・マネジメント ２ ヘルスケアビジネス ２
プラネタリーヘルス(閉講) ２ 疫学基礎 １

グローバルヘルス ４ 生物統計学基礎 １

行動科学 ２ 生物統計学応用Ⅰ １

環境保健学(閉講) ２ 生物統計学応用Ⅱ １

地球環境と健康 ２ 臨床試験方法論基礎 １

課題研究Ⅰ ６ 臨床試験方法論応用 １

課題研究Ⅱ ６ 口腔疫学基礎 １

疫学応用 １

臨床疫学解析演習 １

（必修科目単位合計） ２８ （選択科目単位数合計） ２

必修科目 選択科目

合計単位数　　　３０単位

左記１3
科目から

２単位

医師、歯

科医師

の経験

の無い

学生は、

「公衆衛

生のた

めの医

学・生物

学」を選

択するこ

と

科目名 単位数 科目名 単位数

医歯学総合概論　 ２ 生体材料学 ２

初期研究研修 １ 応用生体材料学 ２

医歯理工学先端研究特論 １ 医歯薬産業技術特論 １

課題研究 ４ バイオメディカルデバイス理工学Ⅰ １

生命理工学演習 ４ 機能分子化学 ２

生命理工学実習 ４ ケミカルバイオロジー特論 ２

薬理学 ２

生化学 ２

（必修科目単位合計） １６ （選択科目単位数合計） １４

必修科目 選択科目

合計単位数　　　３０単位
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※先制医療学 

コース 

Medical 

Sciences 

Program for 

Preemptive 

Medicine 

 

 

 

 

 

 

 

※遺伝カウン

セリングコー

ス 

Genetic 

Counseling 

Course 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先制医療学コースを受講する学生は、必ず以下の８科目（計１１単位）を履修する

こと。 
Students who wants to take Medical Sciences Program for Preemptive Medicine 
have to take the following 8 courses in total of 11 units. 

科目名 単位数 科目名 単位数 

ビッグデータ解析学 １ 先制医療学実習 ２ 

バイオメディカルデバイス理工学Ⅰ １ 先制医療学基礎実習 １ 

研究倫理・医療倫理学 １ 
疫学入門（Introduction to 

Epidemiology） 
２ 

医療データ科学概論 １ 
生物統計入門（Introduction 

to Biostatistics） 
２ 

合計 １１ 

 
 
遺伝カウンセリングコースに入学した学生は、医科学の必修科目と以下の１０科目

（計２１単位）を履修すること。Students in the Genetic Counseling Course has 
to take the core courses for Master’s Degree in Medical Sciences and the following 
11 electives courses of the total of 21 units.

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

科目名 単位数 科目名 単位数

医歯学総合概論　 ２ 遺伝医学特論 ２

初期研究研修 １ 生化学 ２

医歯理工学先端研究特論 １ 研究倫理・医療倫理学 １

課題研究 ４ MMA医療制度と法 １

医科学演習 ４ MMA医療とコミュニケーション １

医科学実習 ４
先制医療学基礎実習（先制医療学コース

かカウンセリングコース限定） １

人体形態学 １
人類遺伝学（カウンセリングコース限

定） ２

人体機能学 １
臨床遺伝学（カウンセリングコース限

定） ２

病理病態学 １
研究倫理演習（カウンセリングコース限

定）（閉講） １

環境社会医歯学 １
遺伝カウンセリング学（カウンセリング

コース限定） ３
遺伝カウンセリング実習（カウンセリン

グコース限定） ６

（必修科目単位合計） ２０ （選択科目単位数合計） ２１

※疫学基礎・生物統計学基礎は受講を推奨する。

合計単位数　　　４１単位

必修科目 選択科目（コース指定科目）
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※臨床疫学プ

ログラム 

Clinical 

Epidemiology 

Program 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成績 Grades 

１）成績評価について 

1) Grading System 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
臨床疫学プログラムを受講する学生は、以下の選択科目から５科目（５単位）以上

かつ必修科目を履修すること。 
Students who want to take Clinical Epidemiology Program have to take at least 
5 subjects (5 credits) from the following elective courses, and also compulsory 
courses. 

 
 
 
 
【２０２４年度以降入学者】 
授業科目の成績は、以下の基準に従い、60～100 を合格、59 以下を不合格とする。 
According to the evaluation criteria, students will be graded with 60 to 100 as 
passing, 59 or below as failing. 

 評価／評点

Grade 
GP 評価基準 

Standards for Specific Behavioral Objectives (SBOs) 

合格 

Pass 

90～
100 

3.5～
4.5 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した 

All SBOs were achieved beyond expectation. 

80～
89 

2.5～
3.4 

当該科目の到達目標を全て達成した 

All SBOs were achieved. 

70～
79 

1.5～
2.4 

当該科目の到達目標を概ね達成した 

Most SBOs were achieved. 

60～
69 

0.5～
1.4 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した 

The minimum SBOs necessary were achieved. 

不合格 

Fail 
0～59 0 

当該科目の到達目標を達成していない 

The minimum SBOs necessary were not achieved. 
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２）ＧＰＡについて 

2) GPA 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【２０２３年度以前入学者】 
授業科目の成績は、以下の基準に従い、A+、A、B、C、D、F とする。 
According to the evaluation criteria, students will be graded with “A+, A, B, C, 
D, F.” 
※ ＧＰＡについては２）を参照のこと。  Please refer to 2) about GPA. 

  評価
Grade GP 評価基準 

Standards for Specific Behavioral Objectives (SBOs) 

合格 

Pass 

Ａ+ 4.0 当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した 

All SBOs were achieved beyond expectation. 

Ａ 3.5 当該科目の到達目標を全て達成した 

All SBOs were achieved. 

Ｂ 3.0 当該科目の到達目標を概ね達成した 

Most SBOs were achieved. 

Ｃ 2.0 当該科目の到達目標のうち最低限を達成した 

The minimum SBOs necessary were achieved. 

不合格 

Fail 

Ｄ 1.0 当該科目の到達目標を達成していない 

The minimum SBOs necessary were not achieved. 

Ｆ 0.0 当該科目の到達目標を評価できない 

Unable to evaluate based on insufficient SBOs. 

 
 
 
ＧＰＡとは、履修した各科目の成績評価に対して、それぞれポイント（ＧＰ）を定

め、成績の平均値を示す成績評価結果の表示方法のひとつである。ＧＰＡは当該年

度のものと累積のものを算出するが、成績証明書には累積ＧＰＡを表示するものと

する。 
GPA is one of the grading methods and which is the average of one’s grade point 
(GP) given to one’s each courses. GPA will be calculated each year and the 
accumulated GPA will be on one’s transcript. 
 
Ⅰ．ＧＰＡ算出方法  
 I. Calculating GPA  
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Ⅱ．履修取消

に つ い

て 

Ⅱ.Cancelli

ng 

courses 

(Droppi

ng 

courses

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※履修取消が 
可能な期間 

履修取消とは、一旦履修登録した科目のうち履修を継続しない科目を、 
大学の定める一定期間内(*2)に本人からの請求により、履修登録を取り消すことを

いう。履修取消を行った科目に関しては、ＧＰＡには算入されず、成績証明書に

も記載されない。 
履修取消の手続きについて、履修登録科目取消願は（様式はホームページ）教務

課湯島教務室大学院教務第２グループに提出する。MPH 学生にいたっては教務課

湯島教務室 JD・MPH グループに提出する。なお、履修を継続しない科目につい

て期間内に履修取消の手続きを行わず、自ら履修を放棄した場合は「不合格：59
～0 点（2023 年度までの入学者は D または F）」とする。 
 
Cancelling/dropping the registered courses means that after registering courses, 
students drop the registered courses during the predefined period (*2) upon their 
request with the form, “履修登録科目取消願 Request of Cancelling Registered 
Subject,” to the section in charge. If a student appropriately follows the procedure 
and one’s request is accepted, the course will be cancelled/dropped from the list of 
one’s registered courses. Then, the student will not be given any grades on the 
cancelled courses and those courses will not be on one’s transcript. 
The form, “履修登録科目取消願 Request of Cancelling Registered Subject,” can be 
downloaded from Science Tokyo website. Please submit the form to Student 
Division Yushima Student Office(1st floor of Bldg. 1 West) during the predefined 
period. If a student did not submit the request form and did not follow the right 
procedure during the right period to cancel the course, then one will be given 
“Fail” (59～0 points)(“D” or “F” for students enrolled before 2023)to the course 
for not appropriately attending the course. 
 
 
*2: 履修取消の期間は、各授業科目の第５回目講義開始前まで、 

MMA 及び MPH 科目は３日目講義開始前までとする。 
なお、夏期休業期間中等に行われる集中講義については、当該科目の履修確定日

の翌日から授業開始日の１週間前までとする。 
*2: To cancel/ drop the registered courses, students have to submit the “履修登録

科目取消願 Request of Cancelling Registered Subject”  
before the 5th lecture of the course starts.  

For MMA and MPH courses, it is before the 3rd day’s lecture starts.  
For intensive courses held during summer, it is from the next day of the 

confirmation of students’ course registration to a week before the course starts. 
 
 
 
 
 
 

 
４．講義時間 
4. Lecture Period 

 
 
 
 
 
 
 

講義は次の時間帯に行う 
Lectures will be held as the following lecture period. 
 

 

時限 1 2 3 4 5 6(夜間①) 7(夜間②) 
授業時間 

Lecture Priod 

Time 

8：50 

～  
10：20 

10：45 

～  
12：15 

13：30 

～  
15：00 

15：25 

～  
16：55 

17：15 

～  
18：45 

18：00 

～  
19：30 

19：40 

～  
21：10 

Lecture Period 

Time 
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５．講義室、実習室 

5. Lecture room, 

Practical room 

 

※夜間講義のため、５時限目と 6 時限目の講義時間が一部重複しているので注意す

ること。※講義室入口横に設置されている出席管理端末に、学生証をタッチするこ

とで出席としてカウントされる。学生証を忘れた場合は欠席扱いとなるので、留意

すること。また、２コマ続きの講義の際は、各講義開始時に毎回タッチすること。 
学生証は他の磁気カード等と一緒にせず、単独でタッチすること。 
 
※Please note that the lecture time of 5th period and 6th period overlaps in part 
because of evening lecture. 
※Students need to scan one’s student ID card over the card reader of the 
attendance system in the lecture room. Often the card reader is on the wall by the 
door of the room. If students did not scan it over the system or could not do so for 
not having your student ID card, then one’s attendance will not be counted and 
recorded as “absence.” Then please make sure to scan the card over the system 
every time before the each lecture starts. Even if the two lectures of the same course 
are held in a row, students need to scan the ID card for each lectures. Also, please 
scan your student ID card along over the system separating from other cards with 
an IC tip, otherwise the system cannot read your students ID card correctly. 
 
 
 
講義は主に下記の講義室で行われます。講義室の場所を把握しておくこと。 
科目により、下記以外の講義室で行う場合もあるので、その都度、確認すること。 
また、講義室、実習室に個人の所有物などを放置しないこと。 
時間外使用を希望する場合は、教務課湯島教務室（03-5803-4534）に申し出て許可

を得る必要があります。 
Lectures will be held mainly the following lecture rooms. Some of the courses will 
be held at other room irregularly. Please make sure to check the lecture room each 
time.  
Also, please do not leave your personal belongings at the lecture/practical room. If 
students want to use the room overtime, they need to get a permission from Student 
Division Yushima Student Office. 

湯島地区 
Yushima 
Campus 

３号館６階 
6th floor of Building 3 大学院特別講義室 

D 棟南４階 
4th floor of Building D South 歯学部特別講堂 

M&D タワー４階 
4th floor of M&D Tower 

※図書館情報検索室 
Library Information 
Search Room 

M&D タワー８階 
8th floor of M&D Tower G-lab 

M&D タワー１１階 
11th floor of M&D Tower 大学院講義室３ 

M&D タワー２１階 
21st floor of M&D Tower 大学院講義室１ 

M&D タワー２３階 
23rd floor of M&D Tower 共用セミナー室３ 

駿河台地区 
Surugadai 
Campus 

２２号館１階 
1st floor of Building 22 第２会議室 

 
※M&D タワー３階（図書館入口）から入り、４階の情報検索室１に入室する。 
※To access to Library Information Search Room on the 4th floor, please use the 
library entrance on 3rd floor of M&D Tower.  
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５．人間医療科学技術

コースについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間医療科学技術コースについて 
本コースでは、地球上の全ての人々の豊かな暮らしを実現するために、人の健康や医療

に関する最先端の融合的な研究開発を推進します。人に関する科学、すなわち、理工学、

医歯学、看護学、医療技術学、健康科学などの専門分野を機能的に融合し、世界中の人々

が持続的に発展できる安心・安全な生活基盤の構築を志向した、未来に向けた新たな学

問分野の創出とその分野を担うグローバル人材育成環境を創成します。 
 そのために、人や社会を深く理解するための基礎学力、科学技術系の高度かつ横断的

な専門力を持ち、広い視野と深い思考能力、総合的な意思決定能力、確固たる倫理観と

技術観、およびグローバルな視野や国際性を備え、独創的かつ挑戦的な最先端の研究・

開発を推進でき、そして自らの専門分野の枠を超えて新たな分野を開拓できる創造力と

指導力とを有し、世界で活躍できる人材を育成します。 
 
① 履修が必要な科目 
人間医療科学技術修士論文研究計画論第一（1単位）、人間医療科学技術修士論文研究

計画論第二（1単位）及び人間医療科学技術実践プロジェクト（2単位）の必修科目４単

位並びに人間医療科学技術他分野専門基礎第一（1単位）、人間医療科学技術他分野専

門基礎第二（1単位）、人間医療科学技術概論第一（1単位）、人間医療科学技術概論第

二（1単位）、先端人間医療科学技術第一（1単位）、先端人間医療科学技術第二（1単
位）及びデザイン創造基礎（2単位）から３単位以上選択して合計7単位以上を履修する

必要がある。人間医療科学技術コースシラバス（別冊）の履修方法を参照の上、履修す

ること。なお、本コースで修得した単位は大学院の修了要件の単位数に含まれる。 
 
② コース修了証書の授与 
上記のコース修了要件を満たし、かつ、大学院を修了した学生に対し、申請により、「人

間医療科学技術コース修了証書」が発行される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【感染予防に係る留意事項】 
・手洗い、換気、マスクの効果的な場面での着用、咳エチケットなど、基本的な感染対

策の徹底をお願いします。 
・下記出席停止基準に抵触する、または抵触しないものの体調がすぐれない場合は登校

せず、すみやかに「学部生・大学院生向けの登校を控える症状・状況と報告と対応方法」

に従って「登校を控える状況発生報告Forms」から大学および指導教員に報告を行って

ください。後日、欠席届を大学院教務第2グループへ提出してください。 
なお、新型コロナウイルス感染症以外の学校感染症（インフルエンザなど）の診断を受

けている場合は、「学校感染症 初回報告Forms」の回答を行い、Formsに示された内

容に沿ってください。 
 
【出席停止の判断基準】 
1. 体温 37.5℃以上があり、咽頭痛（違和感を含む）・咳のどちらかがある 
2. 周囲に COVID-19 陽性者がいて、自身にも風邪症状（発熱・咽頭痛・咳・倦怠 感・

鼻汁・頭痛など）がある ※自身の発症2日前～発症までの間に、十分な感染対策がな

く、コロナ陽性者と接触があった場合に限る3. 症状があり、検査にて COVID-19 陽性

が判明した 
4. 無症状だが、定期検査などで検査受けたら COVID-19 陽性が判明した 
※周囲に COVID-19 陽性がいるが、自身は無症状の場合 
無症状の間は、通常登校可です。大学への報告は不要です。健康観察に留意し、症状が

出た際は、登校を控えて、下記沿って報告してください。 
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「登校を控える状況発生報告Forms」 

 
 
 
 
 
 

「学校感染症 初回報告Forms」 
 
 
 
 
 
 
 

【Precautions for infection prevention】 
・Please take basic infection control measures such as hand washing, ventilation, 
wearing masks in effective situations, and cough etiquette. 
・If you do not feel well, please do not come to school and promptly report to the 
university and your academic advisor via the "登校を控える状況発生報告Forms"  in 
accordance with "学部生・大学院生向けの登校を控える症状・状況と報告と対応方法" 
for undergraduate and graduate students. Please submit the absence report to 
Graduate Student Affairs Group 2later. 
If you have been diagnosed with a school infectious disease other than COVID-19 
(such as influenza), please respond to the "学校感染症 初回報告Forms" and follow 
the instructions provided in the Forms. 
 
【Criteria for Suspension of Attendance】 
1. Having a fever over 37 degrees Celsius and either a sore throat (including a feeling 
of discomfort) or cough.  
2. With COVID-19 positive patient around you and having cold symptoms (fever, sore 
throat, cough, fatigue, nasal discharge, headache, etc.)※ Only if the patient had 
contact with a corona-positive person without adequate infection control measures 
between 2 days prior to the onset of his/her own illness and the onset of the disease. 
3.Having symptoms and found to be COVID-19 positive on examination.  
4. Without any symptoms but found to be COVIT-19 positive at periodic checkups. 
*If someone around you is COVID-19 positive but you have no symptoms, you can 
attend school as long as you are asymptomatic. No need to report to the University. 
If you have symptoms after paying attention to your health, please refrain from 
attending school and report them as follows. 
 
 
「 Report Forms of Situation Occurrence to Refrain from Attending School」 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
「 School Infectious Disease Initial Report Forms」 
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＜大学院シラバス＞ 
履修要項は以下のウェブページに PDF が掲載されています。 
Syllabi are available in PDF format from the following website. 
 

【日本語ＵＲＬ】http://www.tmd.ac.jp/campuslife/syllabus2/index.html 
 
（東京科学大学 の HP ホーム  > 学生生活  >  授業・カリキュラム > 履修要項（大学院シラバス）） 
医歯学総合研究科修士課程履修要項および医療管理政策学（MMA）コース履修要項 
 
 
【英語ＵＲＬ】：

http://www.tmd.ac.jp/english/faculties/graduate_school/master/syllabus/index.html 
（Science Tokyo HP  > Education  > Graduate School of Medical and Dental Sciences  > Master's 
Program：Health Sciences and Biomedical Engineering  > Master's Program (syllabus)） 
Syllabi of Master's Program: Health Sciences and Biomedical Engineering are only available in English. 

 

６．授業料 

6. Tuition Fee 

 

 

 

 

７．MMA 科目 

7.Courses of MMA 

Course  

 

 
 
授業料は１年に２回、前学期・後学期の各学期開始 2 か月目の月（５月、１１月）に

納付する必要があります。未納の場合は学則により除籍処分になりますので、ご注意

ください。 
Students should pay tuition fee twice a year; by the end of May and November (the 
second month of each semester). Or students will be expelled from university for not 
paying tuition fees. 
 
ＭＭＡの講義は主に大学院講義室２（Ｍ＆Ｄタワー１３階）で次の時間に行われる。 
学外で行われる講義もあるので注意すること。 
Lectures of MMA Courses will be held at 大学院講義室２ (13th Floor of M&D 
Tower). 
Some lectures are held in outside of Science Tokyo campus. Please check the 
syllabus carefully. 
 
※科目および時間割、講義場所の詳細は MMA のシラバス参照のこと。 

※５時限目と MMA1 時限目の講義時間が一部重複しているので注意すること。 

※Please check the MMA Syllabus for details of each course and class schedule. 
※Note that the lecture time of Period 5 and Period 1 of MMA overlap in part. 

時限 ＭＭＡ 
１時限目 

ＭＭＡ 
２時限目 

授業時間 
Lecture Time 

１８：００～１９：３０ １９：４０～２１：１０ 
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2025年度開設科目及び修得単位一覧表
FY2025 List of Courses and Units

1 031001 31-3001 医歯学総合概論 Philosophy of Medicine and Dentistry 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
選択科目
Electives

医歯学総合研究科教育委員会
修士課程教育担当委員

2 031002（日本語）
031908（英語）

31-3002/31-3102 初期研究研修 Initial Research Training 1 ◎ ◎ ◎ ◎, ▲ ◎, ▲ ◎ 医歯学総合研究科教育委員会
修士課程教育担当委員

3 031003 31-3003 医歯理工学先端研究特論　(*3) Special Lectures for Advanced Research on Life Science
and Technology 　(*3)

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
選択科目
Electives

医歯学総合研究科教育委員会
修士課程教育担当委員

4 031004（日本語）
031012（英語）

31-3004/31-3104 課題研究 Research for Thesis 4 ◎ ◎ ◎ ◎, ▲ ◎, ▲ ◎
指導教員
Supervisor

5 031005 31-3005 医科学演習 Seminar of Medical Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

6 031006 31-3006 医科学実習 Practice of Medical Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

7 031007 31-3007 歯科学演習 Seminar of Dental Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

8 031008 31-3008 歯科学実習 Practice of Dental Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

9 031009 31-3009 口腔保健学演習 Seminar of Oral Health Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

10 031010 31-3010 口腔保健学実習 Practice of Oral Health Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

11 031892 31-3061/31-3161 生命理工学演習 Seminar of Life Science and Engineering 4 ◎, ▲ ◎, ▲
指導教員
Supervisor

12 031893 31-3062/31-3162 生命理工学実習 Practice of Life Science and Engineering 4 ◎, ▲ ◎, ▲
指導教員
Supervisor

13 031894 31-3113 保健学演習 Seminar of Medical Laboratory Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

14 031895 31-3114 保健学実習 Practice of Medical Laboratory Science 4 ◎
指導教員
Supervisor

15 031013 31-3013 人体形態学 Human Anatomy, Histology and Embryology 1 ◎
寺田　純雄
Sumio Terada

16 031014 31-3014 口腔形態学 Oral Anatomy, Histology and Embryology 1 ◎ ◎
北河　憲雄
Kitagawa Norio

17 031015 31-3015 人体機能学 Functional Organization of the Human Body 1 ◎ ◎ ◎
礒村　宜和
Yoshikazu Isomura

18 031016 31-3016 病理病態学 Pathology 1 ◎ ◎ ○a
大橋　健一
Kenichi Ohashi

19 031017 31-3017 環境社会医歯学 Environmental/Social Health 1 ◎ ◎ ◎
岡田　就将
Shuushou Okada

20 031028 31-3043 口腔保健工学特論 Oral Health Engineering 2 ○b
池田　正臣
Ikeda Masaomi

21 031018 31-3018 口腔保健臨地実習 Oral Health Care Clinical Training 2 ○a
樺沢　勇司
Yuji Kabasawa

22 031019 31-3019 病院実習（開講予定） Visit Experience and Practice at Hospital Departments 1 医歯学総合研究科教育委員会
修士課程教育担当委員

23 031020 31-3020 生化学（*2） Molecular and Cellular Biology（*2） 2
淺原　弘嗣
Hiroshi Asahara

24 031021 31-3021 薬理学 Pharmacology 2
永田　将司
Masashi Nagata

25 031022 31-3022 免疫学 Immunology 2
瀬川　勝盛
Katsumori Segawa

26 031023 31-3023 発生・再生科学 Developmental and Regenerative Bioscience 2
仁科　博史
Hiroshi Nishina

27 031024 31-3024 細胞生物学特論 Molecular Cell Biology 1
樗木　俊聡
Toshiaki Ohteki

28 031025 31-3025 神経疾患特論 Introduction to Medical Neurosciences 2
味岡　逸樹
Itsuki Ajioka

29 031026 31-3026 遺伝医学特論（*2） Introduction to Human Molecular Genetics（*2） 2
高地　雄太
Yuta Kouchi

30 031027 31-3027 口腔保健福祉学 Oral Health Generic Care Sciences 2
樺沢　勇司
Yuji Kabasawa

31 031029 31-3057 ビッグデータ解析学（*1） Big Data Analytics （*1） 1
田中　敏博
Toshihiro Tanaka

32 031913 31-3078 疾患オミックス情報学特論 Disease OMICS Informatics 1
二階堂 愛
Itoshi Nikaido

33 031031 31-3030 機能分子化学 Introduction to Chemistry and Biology of Biofunctional
Molecules

2 ☆ 玉村　啓和
Hirokazu Tamamura

34 031032 31-3031 ケミカルバイオロジー特論 Chemical Biology 2 ☆ 影近　弘之
Hiroyuki Kagechika

35 031033 31-3032 ケミカルバイオロジー技術特論
（2025年度休講）

Practical Chemical Biology
(Not offered in FY2025)

2 ☆, ★
細谷　孝充
Takamitsu Hosoya

36 031034 31-3033 分子構造学特論 Special Lectures on Molecular Structures 2 ☆ 伊藤　暢聡
Nobutoshi Ito

37 031035 31-3034 生体材料学 Advanced Biomaterials Science 2 ☆ 川下　将一
Masakazu Kawashita

38 031037 31-3036 応用生体材料学 Applied Biomaterials 2 ☆ 松元　亮
Akira Matsumoto

39 031036 31-3063 バイオメディカルデバイス理工学Ⅰ（*1） Biomedical Device Science and Engineering Ⅰ （*1） 1 ☆ 三林　浩二
Kohji Mitsubayashi

40 031038 31-3064 バイオメディカルシステム理工学Ⅰ Biomedical System Science and Engineering Ⅰ 1 ☆ 中島　義和
Yoshikazu Nakajima

41 031039 31-3037 医歯薬産業技術特論 Medical, Dental and Pharmaceutical Industrial
Engineering

1 ☆ 池内　真志
Masashi Ikeuchi

42 031040（Spring）
031906（Fall）

31-3038 英語交渉・ディベート特論
Critical Thinking and Debate （2025年度休講）

Critical Thinking and Debate
(Not offered in FY2025)

2
伊藤　暢聡
Nobutoshi Ito

43 031041 31-3039 研究倫理・医療倫理学（*1, *2） Medical and Research Ethics （*1, *2） 1
吉田　雅幸
Masayuki Yoshida

44 031042 31-3040 トランスレーショナルリサーチ特論
Trasnlational Research　（2025年度休講）

Translational Research
(Not offered in FY2025)

2

45 031043 31-3042 産学リンケージ特論
Practice in Global Linkage between University
and Industry

2
玉村　啓和
Hirokazu Tamamura

46 031869 31-3058 先制医療学実習（*1） Clinical Research and Development training course of
Anticipating Medicine（*1）

2 小池　竜司・石川　欽也
Ryuji Koike, Kinya Ishikawa

47 031870 31-3059 先制医療学基礎実習（*1,*2） Preemptive Medicine Basic Training Course（*1,*2） 1
吉田　雅幸
Masayuki Yoshida

48 031871 31-3052 保健医療情報学(2025年度休講) Health Care Informatics
(Not offered in FY2025)

2
伊藤　南
Minami Ito

49 031872 31-3053 Basic Human Pathology for Graduate Students Basic Human Pathology for Graduate Students 1
副島　友莉恵
Yurie Soejima

50 031874 31-3060 生体検査科学特論Ⅰ Medical Technology I 2 ◎
齋藤　良一
Ryoichi Saito

51 031875 31-3049 生体検査科学特論Ⅱ Medical Technology II 2 ◎
齋藤　良一
Ryoichi Saito

52 031876 31-3051 生体検査科学セミナーⅠ Biomedical Laboratory Sciences Seminar I 1 ◎
鈴木　喜晴
Nobuharu Suzuki

医科学
Medical
Science

No. 時間割コード
Class Code

科目コード
Course Code

（DC科目コードと同様・
2019年度から）

科目名 Course Title 単位数
Unit(s)

歯科学
Dental
Science

口腔保健学
Oral Health

Care
Science

理学
Science

工学
Engineering

保健学
Medical

Laboratory
Science

グローバル
健康医学
Public

Health in
Global
Health

人間医療科
学技術コー

ス

科目責任者
Instructor

先制医療学コースの学生に限る
Only for the students in Medical Sciences Program for Preemptive Medicine
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目履修可能
Either one
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いずれか一科
目履修可能
Either one
of the
courses

いずれか一科
目履修可能
Either one
of the
courses

選
択
科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択
科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択
科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択
科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択
科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択
科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

先制医療学コース、遺伝カウンセリングコースの学生に限る
Only for the students in Medical Sciences Program for Preemptive Medicine and some particular

students in  Department of Life Sciences and Bioethics

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

選
択

科
目

E
l
e
c
t
i
v
e
s

22



2025年度開設科目及び修得単位一覧表
FY2025 List of Courses and Units

医科学
Medical
Science

No. 時間割コード
Class Code

科目コード
Course Code

（DC科目コードと同様・
2019年度から）

科目名 Course Title 単位数
Unit(s)

歯科学
Dental
Science

口腔保健学
Oral Health

Care
Science

理学
Science

工学
Engineering

保健学
Medical

Laboratory
Science

グローバル
健康医学
Public

Health in
Global
Health

人間医療科
学技術コー

ス

科目責任者
Instructor

53 031877 31-3054 臨床実践特別演習入門 Introductory Exercises for Medical Technologist
Internship

1
大川　龍之介
Ryunosuke Ohkawa

54 031878 31-3067 臨床実践特別演習Ⅰ Medical Technologist Internship I 2
大川　龍之介
Ryunosuke Ohkawa

55 031879 31-3068 臨床実践特別演習Ⅱ Medical Technologist Internship II 2
大川　龍之介
Ryunosuke Ohkawa

56 031909 31-3074 医療データ科学概論（*1） Medical Data Science（*1） 1
高橋　邦彦
Kunihiko Takahashi

57 031910 31-3075 時間・空間の分子生命科学 Molecular life science in time and space domain 1
奈良　雅之
Masayuki Nara

58 031915 31-3079 疫学基礎 Epidemiology: Basic 1
藤原　武男
Takeo Fujiwara

59 031916 31-3080 生物統計学基礎 Biostatistics: Basic 1
高橋　邦彦
Kunihiko Takahashi

60 031917 31-3081 生物統計学応用Ⅰ Biostatistics: Advanced I 1
高橋　邦彦
Kunihiko Takahashi

61 031918 31-3082 生物統計学応用Ⅱ Biostatistics: Advanced II 1
高橋　邦彦
Kunihiko Takahashi

62 031919 31-3083 臨床試験方法論基礎 Clinical Trial Methodology: Basic 1
平川　晃弘
Akihiro Hirakawa

63 031920 31-3084 臨床試験方法論応用 Clinical Trial Methodology: Advanced 1
平川　晃弘
Akihiro Hirakawa

64 031921 31-3085 口腔疫学基礎 Oral epidemiology: Basic 1
相田　潤
Jun Aida

65 031922 31-3086 疫学応用 Epidemiology: Adcanced 1
相田　潤
Jun Aida

66 031923 31-3087 臨床疫学解析演習（*4） Statistical Analysis of Clinical Data 1
藤原　武男
Takeo Fujiwara

67 保留 保留 人間医療科学技術修士論文研究計画論第一　 Research Planning for Master Thesis I of STM 1 ▼
指導教員
Supervisor

68 保留 保留 人間医療科学技術修士論文研究計画論第二　 Research Planning for Master Thesis II of STM 1 ▼
指導教員
Supervisor

69 保留 保留 人間医療科学技術実践プロジェクト　　　　　　 Interdisciplinary Research Training of STM 2 ▼
指導教員
Supervisor

70 保留 保留 人間医療科学技術他分野専門基礎第一　 Interdisciplinary Research Fundamentals I of STM 1 ▽
田中 克典
Katsunori Tanaka

71 保留 保留 人間医療科学技術他分野専門基礎第二　 Interdisciplinary Research Fundamentals Ii of STM 1 ▽
田中 克典
Katsunori Tanaka

72 保留 保留 人間医療科学技術概論第一 Outline of Science and  Technology  for  Health  Care  and  Medicine I 1 ▽
石田　忠
Tadashi Ishida

73 保留 保留 人間医療科学技術概論第二 Outline of Science and  Technology  for  Health  Care  and  Medicine II 1 ▽
八木　透
Toru Yagi

74 保留 保留 先端人間医療科学技術第一 Advanced Science and  Technology  for  Health  Care  and  Medicine I 1 ▽
柘植　丈治
Takeharu Tsuge

75 保留 保留 先端人間医療科学技術第二 Advanced Science and  Technology  for  Health  Care  and  Medicine II 1 ▽
中村　浩之
Hiroyuki Nakamura

76 保留 保留 デザイン創造基礎　　　　　　　　　　　　　　 　 Fundamentals of Creative Design 2 ▽
林　智広
Tomohiro Hayashi

77 MPH 031938 31-3317 疫学入門（*1）
Introduction to Epidemiology（*1）

Introduction to Epidemiology （*1） 2 ◎
那波　伸敏
Nobutoshi Nawa

78 MPH 031939 31-3318 社会疫学
Social Epidemiology

Social Epidemiology 2 ◎
相田　潤
Jun Aida

79 MPH 031940 31-3319 生物統計入門（*1）
Introduction to Biostatistics（*1）

Introduction to Biostatistics（*1） 2 ◎
高橋　邦彦
Kunihiko Takahashi

80 MPH 031941 31-3320 実践生物統計
Biostatistics in Practice

Biostatistics in Practice 2 ■
藤原　武男
Takeo Fujiwara

81 MPH 031942 31-3321 公衆衛生のための医学・生物学
Public Health Biology

Public Health Biology 2 ■
藤原　武男
Takeo Fujiwara

82 MPH 031943 31-3322 保健医療システム・マネジメント
Health System and Management

Health System and Management 2 ◎
森田　彩子
Ayako Morita

83 MPH 031886 31-3308 プラネタリーヘルス
Planetary Health（2025年度閉講）

Planetary Health
(Closed from FY2025)

2 ◎
中村　桂子
Keiko Nakamura

84 MPH 031887 31-3309 グローバルヘルス
Global Health

Global Health 4 ◎
那波　伸敏
Nobutoshi Nawa

85 MPH 031888 31-3310 母子保健学
Maternal and Child Health

Maternal and Child Health 2 ■
藤原　武男
Takeo Fujiwara

86 MPH 031944 31-3323 ヘルスケアビジネス
Healthcare Business

Healthcare Business 2 ■
藤原　武男
Takeo Fujiwara

87 MPH 031890 31-3312 行動科学
Behavioral Sciences

Behavioral Sciences 2 ◎
森田　彩子
Ayako Morita

88 MPH 031891 31-3313 環境保健学
Environmental Health （2025年度閉講）

Environmental Health
(Closed from FY2025)

2 ◎
藤原　武男
Takeo Fujiwara

89 MPH 031937 31-3316 地球環境と健康
Environmental Planetary Health

Environmental Planetary Health 2 ◎
那波　伸敏
Nobutoshi Nawa

90 MPH 031044 31-3300 課題研究Ⅰ
Public Health Practice I

Public Health Practice I 6 ◎
指導教員
Supervisor

91 MPH 031045 31-3301 課題研究Ⅱ
Public Health PracticeⅡ

Public Health Practice II 6 ◎
指導教員
Supervisor

92 GCC 031899 31-3069 人類遺伝学（*2）（演習） Human Genetics（*2） 2
遺伝カウンセリング

コースの学生に限る

Restriced

吉田　雅幸
Masayuki Yoshida

93 GCC 031900 31-3070 臨床遺伝学（*2）（講義・演習） Clinical Genetics（*2） 2
遺伝カウンセリング

コースの学生に限る

Restriced

吉田　雅幸
Masayuki Yoshida

94 GCC 031911 31-3076 遺伝カウンセリング学（*2）(講義・演習） Genetic Counseling（*2） 3
遺伝カウンセリング

コースの学生に限る

Restriced

吉田　雅幸
Masayuki Yoshida

95 GCC 031902 31-3072 遺伝カウンセリング実習（*2） Genetic Counseling Practice（*2） 6
遺伝カウンセリング

コースの学生に限る

Restriced

吉田　雅幸
Masayuki Yoshida

96 GCC 031903 31-3073
研究倫理演習（*2）
（2025年度閉講）

Research Ethics Practice（*2）
(Closed from FY2025)

1
遺伝カウンセリング

コースの学生に限る

Restriced

吉田　雅幸
Masayuki Yoshida

97 031912 31-3077
(Every Fall)

生命理工学概論
Introduction to Biomedical Sciences and
Engineering

生命理工学概論
Introduction to Biomedical Sciences and
Engineering

2 ▲ ▲ 影近　弘之
Hiroyuki Kagechika

98 031907 31-3103
医歯理工学先端研究特論 　(*3)
Special Lectures for Advanced Research on Life
Science and Technology

医歯理工学先端研究特論 　(*3)
Special Lectures for Advanced Research on Life
Science and Technology

1 ▲ ▲ 医歯学総合研究科教育委員会
修士課程教育担当委員

99 031852 31-3260（Fall2026) 免疫学
Immunology

免疫学
Immunology

2 △
瀬川　勝盛
Katsumori Segawa

100 031853 31-3262（Fall2025) 発生・再生科学
Developmental and Regenerative Bioscience

発生・再生科学
Developmental and Regenerative Bioscience

2 △
仁科　博史
Hiroshi Nishina

101 031851 31-3259（Fall2026) 神経疾患特論
Introduction to Medical Neurosciences

神経疾患特論
Introduction to Medical Neurosciences

2 △ 味岡　逸樹
Itsuki Ajioka

102 031914 31-3269（Fall2025) 疾患オミックス情報学特論
Disease OMICS Informatics

疾患オミックス情報学特論
Disease OMICS Informatics

1 △
二階堂 愛
Itoshi Nikaido

103 031854 31-3263（Fall2026)
機能分子化学
Introduction to Chemistry and Biology of
Biofunctional Molecules

機能分子化学
Introduction to Chemistry and Biology of
Biofunctional Molecules

2 ★
玉村　啓和
Hirokazu Tamamura

104 031855 31-3264（Fall2025) ケミカルバイオロジー特論
Chemical Biology

ケミカルバイオロジー特論
Chemical Biology

2 ★
影近　弘之
Hiroyuki Kagechika

105 031857 31-3266（Fall2025) 分子構造学特論
Special Lectures on Molecular Structures

分子構造学特論
Special Lectures on Molecular Structures

2 ★
伊藤　暢聡
Nobutoshi Ito

106 031858 31-3267（Fall2025) 生体材料学
Advanced Biomaterials Science

生体材料学
Advanced Biomaterials Science

2 ★
川下　将一
Masakazu Kawashita

107 031898 31-3036E (Fall2025) 応用生体材料学
Applied Biomaterials

応用生体材料学
Applied Biomaterials

2 ★
松元　亮
Akira Matsumoto

108 031036E 31-3065
(Every Fall)

バイオメディカルデバイス理工学Ⅱ
Biomedical Device Science and Engineering Ⅱ

バイオメディカルデバイス理工学Ⅱ
Biomedical Device Science and Engineering Ⅱ

1 ★
三林　浩二
Kohji Mitsubayashi

109 031038E 31-3066
(Every Fall)

バイオメディカルシステム理工学Ⅱ
Biomedical System Science and Engineering Ⅱ

バイオメディカルシステム理工学Ⅱ
Biomedical System Science and Engineering Ⅱ

1 ★
中島　義和
Yoshikazu Nakajima

110 031861 31-3270
(Every Fall)

トランスレーショナルリサーチ特論
Trasnlational Research
（Not Offered in FY2025）

Translational Research
(Not offered in FY2025)

2 △
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2025年度開設科目及び修得単位一覧表
FY2025 List of Courses and Units

医科学
Medical
Science

No. 時間割コード
Class Code

科目コード
Course Code

（DC科目コードと同様・
2019年度から）

科目名 Course Title 単位数
Unit(s)

歯科学
Dental
Science

口腔保健学
Oral Health

Care
Science

理学
Science

工学
Engineering

保健学
Medical

Laboratory
Science

グローバル
健康医学
Public

Health in
Global
Health

人間医療科
学技術コー

ス

科目責任者
Instructor

111 MMA 031601 31-4011 医療政策概論 Health Care System 1 MMAシラバス参照

112 MMA 031602 31-4012 医療社会政策論 Health Care Policy 1 MMAシラバス参照

113 MMA 031603 31-4013 世界の医療制度 Health Care System in foreign Countries 1 MMAシラバス参照

114 MMA 031604 31-4014 医療保険論 Health Insurance Policy 2 MMAシラバス参照

115 MMA 031606 31-4016 医療政策各論 Health Care Plan 2 MMAシラバス参照

116 MMA 031607 31-4017 医療産業論 Health Care Industry 2 MMAシラバス参照

117 MMA 031608 31-4018 医療経済論 Health Economics 2 MMAシラバス参照

118 MMA 031628 31-4019 先端医療技術・産学連携
Medical Research and Development・Academia-
Industry

1 MMAシラバス参照

119 MMA 031641 31-4107 医工連携政策論
Policy Studies for Medical-Engineering
Collaboration

1 MMAシラバス参照

120 MMA 031610 31-4022 医療機関リスク管理 Risk Management in Medical Institutions 1 MMAシラバス参照

121 MMA 031611 31-4023 医療のＴＱＭ Total Quality Management in Health Care 1 MMAシラバス参照

122 MMA 031612 31-4024 医療機能評価
Evaluation of quality and reliability of health
care system

1 MMAシラバス参照

123 MMA 031638 31-4025 ポストコロナ社会における感染症対策
（2025年度休講）

Infectious disease control in the post-Covid-19
society (Not offered in FY2025)

1 MMAシラバス参照

124 MMA 031613 31-4031 医療制度と法（*2） Health Care System and Law 1 MMAシラバス参照

125 MMA 031614 31-4032 医事紛争と法 Medical Disputes and the Law 1 MMAシラバス参照

126 MMA 031615 31-4033 生命倫理と法 Bioethics and Law 1 MMAシラバス参照

127 MMA 031617 31-4042 診療情報管理学 Health Information Management 1 MMAシラバス参照

128 MMA 031618 31-4043 IT時代の医療診断システムとセキュリティー
Medical Diagnosis and Information Security in IT
Era

1 MMAシラバス参照

129 MMA 031619 31-4051 医療思想史 History of Medical Thoughts 1 MMAシラバス参照

130 MMA 031620 31-4052 世界の文化と医療
Medical Systems of the World from Cultural
Perspective

1 MMAシラバス参照

131 MMA 031621 31-4053 世界の宗教と死生観 World Religion and the View of Life and Death 1 MMAシラバス参照

132 MMA 031622 31-4061 病院設計・病院設備 Design of Medical Facilities and Services 1 MMAシラバス参照

133 MMA 031623 31-4062 衛生工学・汚染管理 Health Engineering and Contamination Control 1 MMAシラバス参照

134 MMA 031640 31-4104 医療とリーダーシップ Leadership in Health Care Services 1 MMAシラバス参照

135 MMA 031624 31-4071 戦略と組織 Business Strategy and Organization 1 MMAシラバス参照

136 MMA 031625 31-4072 財務・会計 Finance / Accounting 1 MMAシラバス参照

137 MMA 031626 31-4073 医療の人間工学 Ergonomics for Health Care 1 MMAシラバス参照

138 MMA 031627 31-4081 人的資源管理（2025年度休講） Human Resource Management(Not offered in FY2025) 1 MMAシラバス参照

139 MMA 031630 31-4091 医療とコミュニケーション（*2） Communication in Medical Discourse 1 MMAシラバス参照

140 MMA 031633 31-4101 臨床研究・治験 Clinical Research・Clinical Trial 1 MMAシラバス参照

141 MMA 031637 31-4108 医療データ分析概論 Principles of Medical Data Analysis 1 MMAシラバス参照

No.77-89及びNo.97-110は完全英語講義

Courses from No. 77 to 89 and No. 97 to 110 are held only in English.

◎

○

☆

■

(*1)

(*2)

▲

△

★

(*3)

(*4)

▼

▽

：Students who are trying to obtain degree on Engineering must take 4 units or more from the nine courses (15 units)

選択科目
Electives

(10単位まで履修可能
Up to 10 units)

：必修科目（目指す学位により異なる。）

：Core Courses　(Differ based on the desired degree)

：口腔保健学の学位を目指す学生は、「○a: 病理病態学と口腔保健臨地実習」もしくは「○b: 口腔保健工学特論」を必ず履修すること。

：Students who are trying to obtain the degree on Oral Health Care Science must take 「○a: "Pathology" AND "Oral Health Care Clinical Training"」 or 「○b: "Oral Health Engineering"」.

：工学の学位を目指す学生は、９科目１５単位の中から、４単位以上必ず履修すること。

:10月入学者のうち工学の学位を希望する学生は、”★”の科目から4単位以上履修すること。（英語での開講科目）

：グローバルヘルスリーダー養成（ＭＰＨ）コースの学生は、５科目１０単位の中から、必ず２単位以上履修すること。
（医師、歯科医師の経験の無い学生は、公衆衛生のための医学・生物学が必修。）
：Students in the MPH Course must take 2 units or more from the five courses (10 units).

(Students without clinical experience in medicine or dentistry must take Public Health Biology (3306))

：先制医療学コースの学生は必ず履修すること。

：Students in Medical Sciences Program for Preemptive Medicine must take the courses with "*1"

：先進倫理医科学分野に所属する遺伝カウンセリングコースの学生は必ず受講すること。

：Paticular students in Department of Life Sciences and Bioethics need to take the courses with "*2"

:10月入学者必修科目（英語での開講科目）

: Core coureses for students enrolled in October (held in English)

:10月入学者向け開講科目（英語での開講科目）

: Courses for students enrolled in October (held in English)

:人間医療科学技術コースの学生は、”▽”の科目から3単位以上履修すること。
:Students in the Human Health Sciences and Technology course must take at least 3 units from courses marked “▽”.

: Stundents who enrolled in October and trying to obtain the degree on Engineering must take 4 units or more from the courses with "★" (held in English)

:10月入学者は”▲”の秋開講のものを受講すること。

: Students enrolled in October should take the courses with "▲" which are held in Fall semester.

:臨床疫学プログラムの学生のうち、臨床疫学プログラム選択科目より5単位以上単位修得した後に履修可能となる。

:人間医療科学技術コースの学生は、必ず履修すること。

:Students in the Human Medical Science and Technology course must take this course.
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

先制医療学コース 必須科目
遺伝カウンセリングコース（日程は

担当者に要確認）
修士(医歯理工）修了必須科目 修士(口腔、保健）修了必須科目 MPH科目 担当部署に要確認 祝日

2025/4/1 火

4月2日 水

4月3日 木

4月4日 金

4月5日 土

4月6日 日

4月7日 月 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスA） 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスB）

4月8日 火 デザイン創造基礎 デザイン創造基礎 3087：臨床疫学解析演習１(情1)

4月9日 水 3039：研究倫理・医療倫理学１◇ 3013/14：人体/口腔形態学１◇ 3013/14：人体/口腔形態学２◇ 3013/14：人体/口腔形態学３◇

3031：ケミカルバイオロジー特論
１◆

3001：医歯学総合概論１(AL) 3001：医歯学総合概論２(AL)

人間医療科学技術概論第一 3069：人類遺伝学１ 3087：臨床疫学解析演習２(情1)

4月11日 金 3001：医歯学総合概論３(AL) 3001：医歯学総合概論４(AL) 3001：医歯学総合概論５(AL)

4月12日 土

4月13日 日

4月14日 月

4月15日 火 3087：臨床疫学解析演習３(情1)

4月16日 水

4月17日 木 3087：臨床疫学解析演習４(情1)

4月18日 金 3016：病理病態学１◇ 3016：病理病態学２◇ 3001：医歯学総合概論６(共２) 3001：医歯学総合概論７(共２)

4月19日 土

4月20日 日

4月21日 月 3016：病理病態学３◇ 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスA） 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスB） 3001：医歯学総合概論８(共２) 3001：医歯学総合概論９(共２)

3039：研究倫理・医療倫理学２◇ 3013/14：人体/口腔形態学４◇ デザイン創造基礎 デザイン創造基礎 3087：臨床疫学解析演習５(情1)

330６：Public Health Biology 1 (G) 330６：Public Health Biology 2 (G) 330６：Public Health Biology 3 (G) 3080：生物統計学基礎１(AL)

3039：研究倫理・医療倫理学３◇ 3013/14：人体/口腔形態学５◇ 3013/14：人体/口腔形態学６◇ 3001：医歯学総合概論１０(共２) 3069：人類遺伝学2

330６：Public Health Biology 4 (G) 330６：Public Health Biology 5 (G) 330６：Public Health Biology 6 (G) 330６：Public Health Biology ７

3031：ケミカルバイオロジー特論
２◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
３◆

3001：医歯学総合概論１１(共２) 3001：医歯学総合概論１２(共２) 3087：臨床疫学解析演習６(情1)

人間医療科学技術概論第一 3013/14：人体/口腔形態学7◇ 330６：Public Health Biology 8 330６：Public Health Biology 9
4091：医療とコミュニケーショ
ン1、２（MMAシラバス参照して
ください）

3016：病理病態学４◇ 3016：病理病態学５◇ 3001：医歯学総合概論１３(共２) 3001：医歯学総合概論１４(共２) 3001：医歯学総合概論１５(共２)

330６：Public Health Biology 10 330６：Public Health Biology 11 
330６：Public Health Biology
12 (G)

4月26日 土

4月27日 日

4月28日 月 3039：研究倫理・医療倫理学４◇ 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスA） 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスB）
3078：疾患オミックス情報学特論
１□

3078：疾患オミックス情報学特論
２□

4月29日 火

3039：研究倫理・医療倫理学５◇ 3013/14：人体/口腔形態学８◇ 3034：生体材料学１◆ 3034：生体材料学２◆ 3087：臨床疫学解析演習７(情1)

330６：Public Health Biology
13 (G)

3069：人類遺伝学3 3069：人類遺伝学4

4月23日 水

3002：初期研究研修△/3102：Initial Research Training　(for international students)♥　　　 4/14、15、17(10：00～17：00)

3002：初期研究研修△/3102：Initial Research Training　(for international students)♥　　　 4/14、15、17(10：00～17：00)

4月22日 火

4月24日 木

4月25日 金

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

4月10日 木

3002：初期研究研修△/3102：Initial Research Training　(for international students)♥　　　 4/14、15、17(10：00～17：00)

10：00-11：10　2025年度修士４月入学者　新入生ガイダンス　＠湯島キャンパス

入学式　＠大岡山キャンパス

←
履

修
登

録
受

付
期

間
→

4月30日 水
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

3031：ケミカルバイオロジー特論
４◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
５◆

3034：生体材料学３◆ 3034：生体材料学４◆

人間医療科学技術概論第一 3049：生体検査科学特論 II 1◇ 3049：生体検査科学特論 II ２◇ 3087：臨床疫学解析演習８(情1)

330６：Public Health Biology 14 (G) 330６：Public Health Biology 15 (G)

3039：研究倫理・医療倫理学６◇ 3057：ビッグデータ解析学１◇
3078：疾患オミックス情報学特論
３□

3078：疾患オミックス情報学特論
４□

330６：Public Health Biology 16 330６：Public Health Biology 17

5月3日 土

5月4日 日

5月5日 月

5月6日 火

5月7日 水 3039：研究倫理・医療倫理学７◇ 3034：生体材料学５◆ 3034：生体材料学６◆ 3079：疫学基礎１(AL)

3031：ケミカルバイオロジー特論
６◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
７◆

3034：生体材料学７◆ 3034：生体材料学８◆
3053：Basic Human Pathology
１◇

人間医療科学技術概論第一 3049：生体検査科学特論 II ３◇ 3049：生体検査科学特論 II ４◇

3069：人類遺伝学5 3069：人類遺伝学6
4091：医療とコミュニケーショ
ン３、４（MMAシラバス参照して
ください）

3016：病理病態学６◇ 3016：病理病態学７◇ 3017：環境社会医歯学1◇ 3017：環境社会医歯学2◇

3049：生体検査科学特論 II ５◇ 3049：生体検査科学特論 II ６◇

5月10日 土

5月11日 日

3057：ビッグデータ解析学２◇ 3020：生化学１◇ 3020：生化学２◇

人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスA） 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスB）

3316：Environmental Planetary Health １ (G) 3316：Environmental Planetary Health 2 (G) 3316：Environmental Planetary Health 3 (G) 3316：Environmental Planetary Health 4 (G)

3039：研究倫理・医療倫理学８◇ 3015：人体機能学1◇ 3020：生化学３◇ 3020：生化学４◇ 3078：疾患オミックス情報学特論５□ 3080：生物統計学基礎２(AL)

デザイン創造基礎 デザイン創造基礎

3316：Environmental Planetary Health 5 (G) 3316：Environmental Planetary Health 6 (G) 3316：Environmental Planetary Health 7 (G) 3316：Environmental Planetary Health 8 (G)

5月14日 水 3016：病理病態学８◇ 3015：人体機能学2◇ 3034：生体材料学９◆ 3034：生体材料学１０◆ 3079：疫学基礎２(AL)

3031：ケミカルバイオロジー特論
８◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
９◆

3034：生体材料学１１◆ 3034：生体材料学１２◆

3053：Basic Human Pathology２◇

人間医療科学技術概論第一 3017：環境社会医歯学３◇ 3017：環境社会医歯学４◇

3316：Environmental Planetary Health 9 (G) 3316：Environmental Planetary Health 10 (G) 3316：Environmental Planetary Health 11 (G) 3316：Environmental Planetary Health 12 (G)

3026：遺伝医学特論１◇ 3015：人体機能学3◇

3049：生体検査科学特論 II ７◇ 3049：生体検査科学特論 II ８◇ 3049：生体検査科学特論 II ９◇

3316：Environmental Planetary Health 13 (G) 3316：Environmental Planetary Health 14 (G) 3316：Environmental Planetary Health 15 (G) 3316：Environmental Planetary Health 16 (G)

5月17日 土

5月18日 日

3057：ビッグデータ解析学３◇ 3057：ビッグデータ解析学４◇ 3020：生化学５◇ 3020：生化学６◇ 3074：医療データ科学概論１
4091：医療とコミュニケーショ
ン５、６（MMAシラバス参照して
ください）

人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスA） 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスB）

3026：遺伝医学特論２◇ 3020：生化学７◇ 3020：生化学８◇ 3078：疾患オミックス情報学特論６□ 3080：生物統計学基礎３(AL)

3043：口腔保健工学特論１★ 3043：口腔保健工学特論２★ デザイン創造基礎 デザイン創造基礎

3034：生体材料学１３◆ 3034：生体材料学１４◆ 3079：疫学基礎３(AL)

3043：口腔保健工学特論３★ 3043：口腔保健工学特論４★ 3026：遺伝医学特論３◇ 3026：遺伝医学特論４◇

3031：ケミカルバイオロジー特論
１０◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
１１◆

3034：生体材料学１５◆ 3015：人体機能学4◇

人間医療科学技術概論第一 3026：遺伝医学特論５◇

3053：Basic Human Pathology３◇ 3049：生体検査科学特論 II 1０◇

5月23日 金 3057：ビッグデータ解析学５◇ 3017：環境社会医歯学５◇ 3017：環境社会医歯学６◇ 3074：医療データ科学概論２

5月24日 土

5月25日 日

3057：ビッグデータ解析学６◇ 3057：ビッグデータ解析学７◇ 3020：生化学９◇ 3020：生化学１０◇ 3074：医療データ科学概論３

人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスA） 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスB） 3053：Basic Human Pathology４◇

3064：バイオメディカルシステム
理工学Ⅰ　1◆

3304：Introduction to Biostatistics １ (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 2 (Ondemand)

3026：遺伝医学特論６◇ 3026：遺伝医学特論７◇ 3020：生化学１１◇ 3020：生化学１２◇ 3078：疾患オミックス情報学特論7□ 3080：生物統計学基礎４(AL)

3043：口腔保健工学特論５★ 3043：口腔保健工学特論６★ デザイン創造基礎 デザイン創造基礎

3304：Introduction to Biostatistics 3 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 4 (Ondemand)

3017：環境社会医歯学７◇ 3017：環境社会医歯学８◇ 3026：遺伝医学特論８◇ 3026：遺伝医学特論９◇ 3079：疫学基礎４(AL)

3043：口腔保健工学特論７★ 3043：口腔保健工学特論８★
3064：バイオメディカルシステム
理工学Ⅰ　２◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
１２◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
１３◆

3021：薬理学１◇ 3021：薬理学２◇

3025：神経疾患特論1◇ 3025：神経疾患特論2◇ 3053：Basic Human Pathology５◇ 3049：生体検査科学特論 II １１◇

3304：Introduction to Biostatistics 5 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 6 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 1 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 2 (Ondemand)

人間医療科学技術概論第一 3069：人類遺伝学7 3069：人類遺伝学8

3015：人体機能学５◇ 3074：医療データ科学概論４

3064：バイオメディカルシステム
理工学Ⅰ　３◆

3049：生体検査科学特論 II １２◇

3304：Introduction to Biostatistics 7 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 8 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 3 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 4 (Live)

5月31日 土

5月30日 金

5月27日 火

5月28日 水

5月29日 木

5月21日 水

5月22日

5月26日 月

5月1日 木

5月16日 金

5月19日 月

5月20日 火

5月12日 月

5月13日 火

5月15日 木

5月2日 金

5月8日 木

5月9日 金

木
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

6月1日 日

3057：ビッグデータ解析学８◇ 3020：生化学１３◇ 3020：生化学１４◇ 3074：医療データ科学概論５

3025：神経疾患特論３◇ 3025：神経疾患特論４◇ 人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスB）

3036：応用生体材料学１◆ 3036：応用生体材料学２◆
3064：バイオメディカルシステム
理工学Ⅰ　４◆

3304：Introduction to Biostatistics 9 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 10 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 5 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 6 (Ondemand)

人間医療科学技術他分野専門基礎第一（クラスA）

3026：遺伝医学特論１０◇ 3020：生化学１５◇
3078：疾患オミックス情報学特論
8□

3080：生物統計学基礎５(AL)

デザイン創造基礎 デザイン創造基礎

3304：Introduction to Biostatistics 11 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 12 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 7 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 8 (Ondemand)

3071：遺伝カウンセリング学１

3026：遺伝医学特論１１◇ 3026：遺伝医学特論１２◇ 3015：人体機能学６◇ 3079：疫学基礎５(AL)

3043：口腔保健工学特論９★ 3043：口腔保健工学特論１０★
3064：バイオメディカルシステム
理工学Ⅰ　５◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
１４◆

3031：ケミカルバイオロジー特論
１５◆

3053：Basic Human Pathology６◇

3025：神経疾患特論５◇ 3025：神経疾患特論６◇ 3021：薬理学３◇ 3021：薬理学４◇

3304：Introduction to Biostatistics 13 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 14 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 9 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics Optional 10(Live)

人間医療科学技術概論第一 3069：人類遺伝学9 3069：人類遺伝学10

3015：人体機能学７◇ 3015：人体機能学８◇ 3064：バイオメディカルシステム理工学Ⅰ　６◆ 3074：医療データ科学概論６

3021：薬理学５◇ 3021：薬理学６◇ 3049：生体検査科学特論 II １３◇

3304：Introduction to Biostatistics 15 (Ondemand) 3304：Introduction to Biostatistics 16 (Ondemand)

6月7日 土

6月8日 日

3025：神経疾患特論７◇ 3025：神経疾患特論８◇
3064：バイオメディカルシステム
理工学Ⅰ　７◆

3074：医療データ科学概論７

3036：応用生体材料学３◆ 3036：応用生体材料学４◆ 3026：遺伝医学特論１３◇ 3026：遺伝医学特論１４◇

人間医療科学技術他分野専門基礎第二（クラスA）

3043：口腔保健工学特論１１★ 3043：口腔保健工学特論１２★ 3024：細胞生物学特論１◇ 3024：細胞生物学特論２◇ 3080：生物統計学基礎６(AL)

3071：遺伝カウンセリング学２２ 先端人間医療科学技術第一 3069：人類遺伝学11 3069：人類遺伝学12

6月11日 水 3043：口腔保健工学特論１３★ 3026：遺伝医学特論１５◇
3064：バイオメディカルシステム
理工学Ⅰ　８◆

3079：疫学基礎６(AL)

3025：神経疾患特論９◇ 3025：神経疾患特論１０◇ 3021：薬理学７◇ 3021：薬理学８◇

3036：応用生体材料学５◆ 3036：応用生体材料学６◆
3053：Basic Human Pathology
７◇

3049：生体検査科学特論 II １４◇

3069：人類遺伝学13 3069：人類遺伝学14
人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

3071：遺伝カウンセリング学３

3021：薬理学９◇ 3021：薬理学１０◇ 3049：生体検査科学特論 II １５◇

3036：応用生体材料学７◆ 3036：応用生体材料学８◆
3063：バイオメディカルデバイス
理工学Ⅰ　１◆

3063：バイオメディカルデバイス
理工学Ⅰ　２◆

3074：医療データ科学概論８

6月14日 土

6月15日 日

3025：神経疾患特論１１◇ 3025：神経疾患特論１２◇ 3024：細胞生物学特論３◇ 3024：細胞生物学特論４◇
4031医療制度と法1、２（MMA
シ参照してください）

3036：応用生体材料学９◆ 3036：応用生体材料学１０◆
3063：バイオメディカルデバイス
理工学Ⅰ　３◆

3063：バイオメディカルデバイス
理工学Ⅰ　４◆

人間医療科学技術他分野専門基礎第二（クラスA）

3043：口腔保健工学特論１４★ 3043：口腔保健工学特論１５★ 3024：細胞生物学特論５◇ 3024：細胞生物学特論６◇ 3080：生物統計学基礎７(AL)

3063：バイオメディカルデバイス
理工学Ⅰ　５◆

3063：バイオメディカルデバイス
理工学Ⅰ　６◆

4031医療制度と法３、４（MMA
シ参照してください）

3071：遺伝カウンセリング学４ 先端人間医療科学技術第一 3069：人類遺伝学15 3069：人類遺伝学16

3079：疫学基礎７(AL)

4031医療制度と法５、６（MMA
シ参照してください）

3025：神経疾患特論１３◇ 3025：神経疾患特論１４◇ 3021：薬理学１１◇ 3021：薬理学１２◇
4031医療制度と法７、８（MMA
シ参照してください）

3036：応用生体材料学１１◆ 3036：応用生体材料学１２◆
3053：Basic Human Pathology
８◇

人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

3036：応用生体材料学１３◆ 3036：応用生体材料学１４◆ 3063：バイオメディカルデバイス理工学Ⅰ　７◆ 3063：バイオメディカルデバイス理工学Ⅰ　８◆

3021：薬理学１３◇ 3021：薬理学１４◇ 3021：薬理学１５◇

3069：人類遺伝学17 3069：人類遺伝学18

6月21日 土

6月22日 日

3036：応用生体材料学１５◆ 3025：神経疾患特論１５◇ 3024：細胞生物学特論７◇ 3024：細胞生物学特論８◇

3302：Introduction to Epidemiology１ (G) 3302：Introduction to Epidemiology2 (G) 3302：Introduction to Epidemiology3 (G) 3302：Introduction to Epidemiology4 (G)

人間医療科学技術他分野専門基礎第二（クラスA）

3080：生物統計学基礎８(AL)

3302：Introduction to Epidemiology5 (G) 3302：Introduction to Epidemiology6 (G) 3302：Introduction to Epidemiology7 (G) 3302：Introduction to Epidemiology8 (G)

先端人間医療科学技術第一

3071：遺伝カウンセリング学５ 3069：人類遺伝学19 3069：人類遺伝学20

6月25日 水 3079：疫学基礎８(AL)

3083：臨床試験方法論基礎１
(AL)

3302：Introduction to Epidemiology9 (G) 3302：Introduction to Epidemiology10 (G) 3302：Introduction to Epidemiology11 (G) 3302：Introduction to Epidemiology12 (G)

人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

3071：遺伝カウンセリング学６

3302：Introduction to Epidemiology13 (G) 3302：Introduction to Epidemiology14 (G) 3302：Introduction to Epidemiology15 (G) 3302：Introduction to Epidemiology16 (G)

6月28日 土

6月18日 水

6月27日 金

3019：病院実習(8：50～17：50）※2025.6.23-2025.6.30

3019：病院実習(8：50～17：50）※2025.6.23-2025.6.30

3019：病院実習(8：50～17：50）※2025.6.23-2025.6.30

6月26日 木

3019：病院実習(8：50～17：50）※2025.6.23-2025.6.30

6月19日 木

6月23日

6月13日 金

6月16日 月

6月17日 火

金

木

6月12日 木

6月6日

6月5日

月

3019：病院実習(8：50～17：50）※2025.6.23-2025.6.30

6月2日 月

6月3日 火

6月24日 火

6月9日 月

6月10日 火

6月20日 金

6月4日 水
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

6月29日 日

6月30日 月
3019：病院実習(8：50～17：
50）※2025.6.23-2024.6.30

人間医療科学技術他分野専門基礎第二（クラスA） 3085：口腔疫学基礎１(AL)

先端人間医療科学技術第一 3083：臨床試験方法論基礎２(AL)

3071：遺伝カウンセリング学７ 3069：人類遺伝学21 3069：人類遺伝学22

3085：口腔疫学基礎2(AL)

3083：臨床試験方法論基礎３
(AL)

人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

7月4日 金

7月5日 土

7月6日 日

人間医療科学技術他分野専門基礎第二（クラスA） 3085：口腔疫学基礎3(AL)

3311：Healthcare Business１(G) 3311：Healthcare Business２(G) 3311：Healthcare Business３(G) 3311：Healthcare Business４(G)

3083：臨床試験方法論基礎４
(AL)

3311：Healthcare Business５(G) 3311：Healthcare Business６(G) 3311：Healthcare Business７(G) 3311：Healthcare Business８(G)

3071：遺伝カウンセリング学８ 先端人間医療科学技術第一 3069：人類遺伝学23 3069：人類遺伝学24

7月9日 水 3085：口腔疫学基礎4(AL)

3083：臨床試験方法論基礎５
(AL)

3311：Healthcare Business９(G) 3311：Healthcare Business１０(G) 3311：Healthcare Business１１(G) 3311：Healthcare Business１２(G)

人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

3071：遺伝カウンセリング学９

3311：Healthcare Business１３(G) 3311：Healthcare Business１４(G) 3311：Healthcare Business１５(G) 3311：Healthcare Business１６(G)

3069：人類遺伝学25 3069：人類遺伝学26

7月12日 土

7月13日 日

7月14日 月

7月15日 火
4091：医療とコミュニケーショ
ン７、８（MMAシラバス参照して
ください）

7月16日 水

7月17日 木

7月18日 金

7月19日 土

7月20日 日

7月21日 月

3083：臨床試験方法論基礎６
(AL)

3071：遺伝カウンセリング学１０ 先端人間医療科学技術第一 3069：人類遺伝学27 3069：人類遺伝学28

7月23日 水 3085：口腔疫学基礎５(AL)

人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

3083：臨床試験方法論基礎７
(AL)

7月25日 金

7月26日 土

7月27日 日

人間医療科学技術他分野専門基礎第二（クラスA） 3085：口腔疫学基礎６(AL)

3083：臨床試験方法論基礎８
(AL)

先端人間医療科学技術第一

7月30日 水 3085：口腔疫学基礎７(AL)

3069：人類遺伝学29 3069：人類遺伝学30
人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

7月29日 火
3059：先制医療学基礎実習 ※2025.7.24-2025.7.31（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3059：先制医療学基礎実習 ※2025.7.24-2025.7.31（詳細はシラバスの科目ページ参照）

7月31日 木
3059：先制医療学基礎実習 ※2025.7.24-2025.7.31（詳細はシラバスの科目ページ参照）

7月24日 木

3059：先制医療学基礎実習 ※2025.7.24-2025.7.31（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3059：先制医療学基礎実習 ※2025.7.24-2025.7.31（詳細はシラバスの科目ページ参照）

7月28日 月

3059：先制医療学基礎実習 ※2025.7.24-2025.7.31（詳細はシラバスの科目ページ参照）

定期試験（7/14-7/18）

7月22日 火
3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

7月10日 木

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

7月7日 月
3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

7月8日 火

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

7月2日 水

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3051：生体検査科学セミナーⅠ　1回目（0９：００～１８：００）♥　or　保健衛生学科講義室1

7月3日 木

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3019：病院実習(8：50～17：50）※2025.6.23-2025.6.30

7月1日 火

7月11日 金
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

8月2日 土

8月3日 日

8月4日 月 3085：口腔疫学基礎８(AL)

8月5日 火 人間医療科学技術他分野専門基礎第二（クラスA） 先端人間医療科学技術第一

8月6日 水
人間医療科学技術他分野専門基礎第
二（クラスB）

8月7日 木

8月8日 金

8月9日 土

8月10日 日

8月11日 月

8月12日 火

8月13日 水

8月14日 木

8月15日 金

8月16日 土

8月17日 日

8月18日 月 3309：Global Health １ 3309：Global Health ２ 3309：Global Health ３ (G) 3309：Global Health ４ (G)

3309：Global Health ５ 3309：Global Health ６ 3309：Global Health ７ (G) 3309：Global Health ８ (G)

3069：人類遺伝学31 3069：人類遺伝学32

8月20日 水

8月21日 木 3309：Global Health ９ (G) 3309：Global Health １０ (G) 3309：Global Health １１ (G) 3309：Global Health １２ (G)

8月22日 金 3309：Global Health １３ (G) 3309：Global Health １４ (G) 3309：Global Health １５ (G) 3309：Global Health １６ (G)

8月23日 土

8月24日 日

8月25日 月 3309：Global Health １７ (G) 3309：Global Health １８ (G) 3309：Global Health １９ (G) 3309：Global Health ２０ (G)

8月26日 火 3309：Global Health ２１ (G) 3309：Global Health ２２ (G) 3309：Global Health ２３ (G) 3309：Global Health ２４ (G)

8月27日 水

8月28日 木 3309：Global Health ２５ (G) 3309：Global Health ２６ (G) 3309：Global Health ２７ (G) 3309：Global Health ２８ (G)

8月29日 金 3309：Global Health ２９ (G) 3309：Global Health ３０ (G) 3309：Global Health ３１ (G) 3309：Global Health ３２ (G)

8月30日 土

8月31日 日

9月1日 月

9月2日 火

9月3日 水

9月4日 木

9月5日 金

9月6日 土

9月7日 日

9月8日 月

9月9日 火

9月10日 水

9月11日 木

9月12日 金

9月13日 土

9月14日 日

9月15日 月

9月16日 火 3082：生物統計学応用II１(AL)

9月17日 水 3081：生物統計学応用I 1(AL)

9月18日 木

9月19日 金 3086：疫学応用１(情1)

9月20日 土

9月21日 日

9月22日 月

9月23日 火

9月24日 水 3081：生物統計学応用I 2(AL)

9月25日 木

9月26日 金 3086：疫学応用２(情1)

9月27日 土

9月28日 日

9月29日 月

9月30日 火 3070：臨床遺伝学１ 3070：臨床遺伝学２ 3082：生物統計学応用II２(AL)

夏季一斉休業期間

夏季一斉休業期間

夏季一斉休業期間

夏季一斉休業期間

夏季一斉休業期間

3051：生体検査科学セミナーⅠ　２回目（１３：００～１８：００）♥　or保健衛生学科講義室1

8月1日 金
８～９月　　　　　3018：口腔保健臨地実習 （詳細はシラバス参照）

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

3058：先制医療学実習 ※2025.7.2-2025.8.7（詳細はシラバスの科目ページ参照）

8月19日 火
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

3023：発生・再生科学1□ 3023：発生・再生科学2□ 3022：免疫学１◇ 3022：免疫学２◇ 3037：医歯薬産業技術特論1◆

3081：生物統計学応用I 3(AL)

3023：発生・再生科学３□ 3023：発生・再生科学４□ 3075：時間・空間の分子生命科学１ 3075：時間・空間の分子生命科学２
3084：臨床試験方法論応用１
(AL)

3071：遺伝カウンセリング学１１

3027：口腔保健福祉学1■ 3027：口腔保健福祉学２■ 3086：疫学応用３(情1)

人間医療科学技術概論第二 3060：生体検査科学特論Ⅰ１◇ 3060：生体検査科学特論Ⅰ２◇

10月4日 土

10月5日 日

3023：発生・再生科学５□ 3023：発生・再生科学６□ 3075：時間・空間の分子生命科学３ 3075：時間・空間の分子生命科学４

3022：免疫学３◇ 3022：免疫学４◇

3305：Biostatistics in Practice １♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 2♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 3♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 4♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3071：遺伝カウンセリング学１２ 3033：分子構造学特論１□ 3033：分子構造学特論２□

先端人間医療科学技術第二 3033：分子構造学特論３□ 3033：分子構造学特論４□ 3082：生物統計学応用II３(AL)

3305：Biostatistics in Practice 5♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 6♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 7♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 8♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3027：口腔保健福祉学３■ 3027：口腔保健福祉学４■ 3037：医歯薬産業技術特論２◆

3060：生体検査科学特論Ⅰ３◇ 3060：生体検査科学特論Ⅰ４◇ 3022：免疫学５◇ 3022：免疫学６◇ 3081：生物統計学応用I 4(AL)

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　1◆
（英：バイオメディカルデバイス）

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　2◆
（英：バイオメディカルデバイス）

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）１□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）２□

3023：発生・再生科学７□ 3023：発生・再生科学８□
3077：Introduction to Biomedical
Sciences and Engineering（英：生命
理工学概論）３□

3077：Introduction to Biomedical
Sciences and Engineering（英：生命
理工学概論）４□

3084：臨床試験方法論応用２
(AL)

3305：Biostatistics in Practice 9♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 10♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 11♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 12♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3071：遺伝カウンセリング学１３ 3071：遺伝カウンセリング学１４

3027：口腔保健福祉学５■ 3027：口腔保健福祉学６■ 3060：生体検査科学特論Ⅰ５◇ 3060：生体検査科学特論Ⅰ６◇ 3086：疫学応用４(情1)

人間医療科学技術概論第二

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）５□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）６□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）７□

3305：Biostatistics in Practice 13♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 14♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 15♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

3305：Biostatistics in Practice 16♣
(Library Information Search Rm. 1, M&D
Tower 4F)

10月11日 土

10月12日 日

10月13日 月

3023：発生・再生科学９□ 3023：発生・再生科学１０□ 3070：臨床遺伝学３ 3070：臨床遺伝学４ 3082：生物統計学応用II４(AL)

先端人間医療科学技術第二 3022：免疫学７◇ 3022：免疫学８◇

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）８□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）９□

3027：口腔保健福祉学７■ 3027：口腔保健福祉学８■ 3037：医歯薬産業技術特論３◆

3060：生体検査科学特論Ⅰ７◇ 3060：生体検査科学特論Ⅰ８◇ 3022：免疫学９◇ 3022：免疫学１０◇ 3081：生物統計学応用I 5(AL)

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　3◆
（英：バイオメディカルデバイス）

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　4◆
（英：バイオメディカルデバイス）

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）１０□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）１１□

3023：発生・再生科学１１□ 3023：発生・再生科学１２□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）１２□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）１３□

3084：臨床試験方法論応用３
(AL)

3071：遺伝カウンセリング学１５

3027：口腔保健福祉学９■ 3027：口腔保健福祉学１０■

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）１４□

3077：Introduction to
Biomedical Sciences and
Engineering（英：生命理工学概
論）１５□

3086：疫学応用５(情1)

人間医療科学技術概論第二 3060：生体検査科学特論Ⅰ９◇ 3060：生体検査科学特論Ⅰ１０◇

10月18日 土

10月19日 日

3075：時間・空間の分子生命科学５ 3075：時間・空間の分子生命科学６

3023：発生・再生科学１３□ 3023：発生・再生科学１４□ 3022：免疫学１１◇ 3022：免疫学１２◇

3267：Advanced Biomaterials
Science 1◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science ２◆（英：生体材料学）

3269：Disease OMICS Informatics１(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3269：Disease OMICS Informatics2(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3312：Behavioral Sciences １ (G) 3312：Behavioral Sciences ２ (G) 3312：Behavioral Sciences ３ (G) 3312：Behavioral Sciences ４ (G)

3023：発生・再生科学１５□ 先端人間医療科学技術第二 3033：分子構造学特論５□ 3033：分子構造学特論６□

3312：Behavioral Sciences ５ (G) 3312：Behavioral Sciences ６ (G) 3312：Behavioral Sciences ７ (G) 3312：Behavioral Sciences ８ (G) 3082：生物統計学応用II ５(AL)

3267：Advanced Biomaterials
Science ３◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science ４◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science ５◆（英：生体材料学）

3070：臨床遺伝学５ 3070：臨床遺伝学６

3027：口腔保健福祉学１１■ 3027：口腔保健福祉学１２■ 3033：分子構造学特論７□ 3033：分子構造学特論８□ 3037：医歯薬産業技術特論４◆

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　5◆
（英：バイオメディカルデバイス）

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　6◆
（英：バイオメディカルデバイス）

3022：免疫学１３◇ 3022：免疫学１４◇ 3081：生物統計学応用I 6(AL)

3060：生体検査科学特論Ⅰ１１◇ 3060：生体検査科学特論Ⅰ１２◇
3269：Disease OMICS Informatics３(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3269：Disease OMICS Informatics４(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3312：Behavioral Sciences ９ (G) 3312：Behavioral Sciences １０ (G) 3312：Behavioral Sciences １１ (G) 3312：Behavioral Sciences １２ (G)

3267：Advanced Biomaterials
Science ６◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science ７◆（英：生体材料学）

3264：Chemical Biology 1◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

3084：臨床試験方法論応用４
(AL)

3071：遺伝カウンセリング学１６

3027：口腔保健福祉学１３■ 3027：口腔保健福祉学１４■ 3060：生体検査科学特論Ⅰ１３◇ 3060：生体検査科学特論Ⅰ１４◇ 3071：遺伝カウンセリング学１７ 3086：疫学応用６(情1)

人間医療科学技術概論第二

3312：Behavioral Sciences １３ (G) 3312：Behavioral Sciences １４ (G) 3312：Behavioral Sciences １５ (G)

10月25日 土

10月26日 日

10月22日 水

10月23日 木

10月24日 金

10月17日 金

10月20日 月

10月21日 火

10月10日 金

10月14日 火

10月15日 水

10月7日 火

10月8日 水

10月1日 水
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10月3日 金

10月6日 月

10月2日 木

10月9日 木

10月16日 木
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

3030：機能分子化学１◆ 3030：機能分子化学２◆ 3075：時間・空間の分子生命科学７ 3075：時間・空間の分子生命科学８

3022：免疫学１５◇

3269：Disease OMICS Informatics５(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3269：Disease OMICS Informatics６(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3267：Advanced Biomaterials
Science ８◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science ９◆（英：生体材料学） 3033：分子構造学特論９□ 3033：分子構造学特論１０□

先端人間医療科学技術第二
3264：Chemical Biology ２◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

3264：Chemical Biology ３◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

3070：臨床遺伝学７ 3070：臨床遺伝学８

3030：機能分子化学３◆ 3030：機能分子化学４◆ 3033：分子構造学特論１１□ 3033：分子構造学特論１２□ 3037：医歯薬産業技術特論５◆

3027：口腔保健福祉学１５■
3269：Disease OMICS Informatics７(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3269：Disease OMICS Informatics８(共2)
（英：疾患オミックス情報学特論）

3060：生体検査科学特論Ⅰ１５◇

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　7◆
（英：バイオメディカルデバイス）

3065：Biomedical Device
Science and EngineeringⅡ　8◆
（英：バイオメディカルデバイス）

10月30日 木 3030：機能分子化学５◆ 3030：機能分子化学６◆
3264：Chemical Biology ４◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

3264：Chemical Biology ５◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

3084：臨床試験方法論応用５
(AL)

3267：Advanced Biomaterials
Science １０◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science １１◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science １２◆（英：生体材料学）

人間医療科学技術概論第二 3071：遺伝カウンセリング学１８ 3071：遺伝カウンセリング学１９

3051：生体検査科学セミナーⅠ　3回目（１３：００～１８：００）♥　or　保健衛生学科講義室1

10月31日 金

10月27日 月

10月29日 水

10月28日 火
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

11月1日 土

11月2日 日

11月3日 月

3030：機能分子化学７◆ 3030：機能分子化学８◆
3264：Chemical Biology ６◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

3264：Chemical Biology ７◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

先端人間医療科学技術第二 3033：分子構造学特論１３□ 3033：分子構造学特論１４□ 3082：生物統計学応用II ６(AL)

3070：臨床遺伝学９ 3070：臨床遺伝学１０

3030：機能分子化学９◆ 3030：機能分子化学１０◆ 3033：分子構造学特論１５□ 3037：医歯薬産業技術特論６◆

3264：Chemical Biology ８◆（英：
ケミカルバイオロジー特論）

3264：Chemical Biology ９◆（英：
ケミカルバイオロジー特論） 3081：生物統計学応用I 7(AL)

11月6日 木 3030：機能分子化学１１◆ 3030：機能分子化学１２◆
3036E：Applied Biomaterials １◆
（英：応用生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials ２◆
（英：応用生体材料学）

3084：臨床試験方法論応用６
(AL)

3267：Advanced Biomaterials
Science １３◆（英：生体材料学）

3267：Advanced Biomaterials
Science １４◆（英：生体材料学）

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　1◆
（英：バイオメディカルシステム）

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　2◆
（英：バイオメディカルシステム）

3086：疫学応用７(情1)

人間医療科学技術概論第二 3071：遺伝カウンセリング学２０

11月8日 土

11月9日 日

3030：機能分子化学１３◆ 3030：機能分子化学１４◆
3036E：Applied Biomaterials ３◆
（英：応用生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials ４◆
（英：応用生体材料学）

3303：Social Epidemiology１ (G) 3303：Social Epidemiology2 (G) 3303：Social Epidemiology3 (G) 3303：Social Epidemiology4 (G)

3071：遺伝カウンセリング学２１

3267：Advanced Biomaterials
Science １５◆（英：生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials ５◆
（英：応用生体材料学）

3264：Chemical Biology １０◆
（英：ケミカルバイオロジー特論）

3264：Chemical Biology １１◆
（英：ケミカルバイオロジー特論） 3082：生物統計学応用II ７(AL)

3303：Social Epidemiology5 (G) 3303：Social Epidemiology6 (G) 3303：Social Epidemiology7 (G) 3303：Social Epidemiology8 (G)

先端人間医療科学技術第二 3070：臨床遺伝学１１ 3070：臨床遺伝学１２

3030：機能分子化学１５◆
3036E：Applied Biomaterials ６◆
（英：応用生体材料学）

3264：Chemical Biology １２◆
（英：ケミカルバイオロジー特論）

3264：Chemical Biology １３◆
（英：ケミカルバイオロジー特論） 3037：医歯薬産業技術特論７◆

3081：生物統計学応用I 8(AL)

3303：Social Epidemiology9 (G) 3303：Social Epidemiology10 (G) 3303：Social Epidemiology11 (G) 3303：Social Epidemiology12 (G)

3303：Social Epidemiology13 (G) 3303：Social Epidemiology14 (G) 3303：Social Epidemiology15 (G) 3303：Social Epidemiology16 (G)

人間医療科学技術概論第二

11月15日 土

11月16日 日

11月17日 月

3264：Chemical Biology １４◆
（英：ケミカルバイオロジー特論）

3264：Chemical Biology １５◆
（英：ケミカルバイオロジー特論） 3082：生物統計学応用II ８(AL)

先端人間医療科学技術第二 3070：臨床遺伝学１３ 3070：臨床遺伝学１４

11月19日 水
3262：Developmental and
Regenerative Bioscience1◇（英：発生・
再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience2◇（英：発生・
再生科学）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 1◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 2◇（英：分子構造学特論） 3037：医歯薬産業技術特論８◆

11月20日 木
3262：Developmental and
Regenerative Bioscience3◇（英：発生・
再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience4◇（英：発生・
再生科学）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 3◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 4◇（英：分子構造学特論）

3084：臨床試験方法論応用７
(AL)

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　3◆
（英：バイオメディカルシステム）

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　4◆
（英：バイオメディカルシステム）

3036E：Applied Biomaterials ７◆
（英：応用生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials ８◆
（英：応用生体材料学） 3086：疫学応用８(情1)

人間医療科学技術概論第二

3070：臨床遺伝学１５ 3070：臨床遺伝学１６

11月22日 土

11月23日 日

11月24日 月

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience5◇（英：発生・
再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience6◇（英：発生・
再生科学）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 5◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 6◇（英：分子構造学特論）

先端人間医療科学技術第二 3070：臨床遺伝学１７ 3070：臨床遺伝学１８

11月26日 水
3262：Developmental and
Regenerative Bioscience7◇（英：発生・
再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience8◇（英：発生・
再生科学）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 7◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 8◇（英：分子構造学特論）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience9◇（英：発生・
再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience10◇（英：発
生・再生科学）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 9◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 10◇（英：分子構造学特論）

3084：臨床試験方法論応用８
(AL)

3071：遺伝カウンセリング学２２

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　5◆
（英：バイオメディカルシステム）

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　6◆
（英：バイオメディカルシステム）

3070：臨床遺伝学１９ 3070：臨床遺伝学２０ 3071：遺伝カウンセリング学２３

11月29日 土

11月30日 日

11月18日 火

11月25日

11月21日 金

火

11月12日 水

11月13日 木

定期試験（11/13-11/17）

11月14日 金

定期試験（11/13-11/17）

定期試験（11/13-11/17）

11月11日 火

11月5日 水

11月4日 火

月11月10日

11月7日 金

11月28日 金

11月27日 木
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

3036E：Applied Biomaterials ９◆
（英：応用生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials １０
◆（英：応用生体材料学）

3071：遺伝カウンセリング学２４

3307：Health System and Management １ (G) 3307：Health System and Management ２ (G) 3307：Health System and Management ３ (G) 3307：Health System and Management ４ (G)

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience11◇（英：発
生・再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience12◇（英：発
生・再生科学）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 11◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 12◇（英：分子構造学特論）

3307：Health System and Management ５ (G) 3307：Health System and Management ６ (G) 3307：Health System and Management ７(G) 3307：Health System and Management ８ (G) 

先端人間医療科学技術第二 3070：臨床遺伝学２１ 3070：臨床遺伝学２２

12月3日 水
3262：Developmental and
Regenerative Bioscience13◇（英：発
生・再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience14◇（英：発
生・再生科学）

3262：Developmental and
Regenerative Bioscience15◇（英：発
生・再生科学）

3036E：Applied Biomaterials １１
◆（英：応用生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials １２
◆（英：応用生体材料学）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 13◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 14◇（英：分子構造学特論）

3266：Special Lectures on Molecular
Structures 15◇（英：分子構造学特論）

3307：Health System and Management ９ (G) 3307：Health System and Management １０ (G) 3307：Health System and Management １1 (G)3307：Health System and Management 12 (G)

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　7◆
（英：バイオメディカルシステム）

3066：Biomedical System
Science and EngineeringⅡ　8◆
（英：バイオメディカルシステム）

3036E：Applied Biomaterials １３
◆（英：応用生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials １４
◆（英：応用生体材料学）

3036E：Applied Biomaterials １５
◆（英：応用生体材料学）

3307：Health System and Management １３ (G) 3307：Health System and Management １４ (G) 3307：Health System and Management １５ (G)3307：Health System and Management １６ (G)

3070：臨床遺伝学２３ 3070：臨床遺伝学２４ 3071：遺伝カウンセリング学２５

12月6日 土

12月7日 日

12月8日 月 3071：遺伝カウンセリング学２６

12月9日 火 3070：臨床遺伝学２５ 3070：臨床遺伝学２６

12月10日 水

12月11日 木

3071：遺伝カウンセリング学２７ 3071：遺伝カウンセリング学２８

12月13日 土

12月14日 日

12月15日 月

12月16日 火 3070：臨床遺伝学２７ 3070：臨床遺伝学２８

12月17日 水

12月18日 木

12月19日 金

12月20日 土

12月21日 日

12月22日 月 3071：遺伝カウンセリング学２９

12月23日 火 3070：臨床遺伝学２９ 3070：臨床遺伝学３０

12月24日 水

12月25日 木

12月26日 金 3071：遺伝カウンセリング学３０

12月27日 土

12月28日 日

12月29日 月

12月30日 火

12月31日 水

Examination of English Courses (tentative)12/10-12/12　英語開講科目試験

Examination of English Courses (tentative)12/10-12/12　英語開講科目試験

Examination of English Courses (tentative)12/10-12/12　英語開講科目試験

12月1日 月

12月2日 火

12月4日 木

12月12日 金

12月5日 金

3051：生体検査科学セミナーⅠ　４回目（９：００～１８：００）♥　or　保健衛生学科講義室1
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 ４．修士課程医歯理工保健学専攻授業時間割 Class Schedule

月日 曜日 １　8:50-10:20 ２　10:45-12:15 ３　13:30-15:00 ４　15:25-16:55 ５　17:15-18:45 ６　18:00-19:30(夜間①) ７　19:40-21:10(夜間②)

【講義場所】
△：M&Dタワー2階鈴木章夫記念講堂 M&D Tower, 2F, Suzuki Akio Memorial Hall              ☆：D棟南4階特別講堂 Building D South, 4F特別講堂              ◇：3号館6階大学院特別講義室 Bldg.3, 6F大学院特別講義室
♣：M&Dタワー4階図書館内情報検索室1 M&D Tower, 4F, Library Information Search Room              □：M&Dタワー21階大学院講義室1 M&D Tower, 21F大学院講義室1              ■：1号館7階口腔保健学科第1講義室 Bldg.1, 7F口腔保健学科第1講義室
◆：22号館1階第2会議室 Bldg.22, 1F第2会議室              ◆(8)：22号館8階第3会議室 Bldg.22, 8F第3会議室              ★：2号館3階 Bldg.2, 3F              (共２)：M&Dタワー2階共用講義室2 M&D Tower, 2F, 共用講義室2              (G)：M&D Tower, 8F, G-
lab
♡3号館15階大学院講義室２ Bldg.3, 15F大学院講義室２　　　　♥：M&Dタワー2階共用講義室1 M&D Tower, 2F, 共用講義室1             (AL)：M&Dタワー4階アクティブラーニング教室 M&D Tower, 4F, アクティブラーニング教室　　　(情1)：M&Dタワー4階 情
報検索室１ M&D Tower, 4F, 情報検索室１

1月1日 木

1月2日 金

1月3日 土

1月4日 日

1月5日 月

1月6日 火 3071：遺伝カウンセリング学３１

1月7日 水

1月8日 木

1月9日 金

1月10日 土

1月11日 日

1月12日 月

1月13日 火

1月14日 水

1月15日 木

1月16日 金

1月17日 土

1月18日 日

1月19日 月 3310：Maternal and Child Health １ (G) 3310：Maternal and Child Health ２ (G) 3310：Maternal and Child Health ３ (G) 3310：Maternal and Child Health ４ (G)

1月20日 火 3310：Maternal and Child Health ５ (G) 3310：Maternal and Child Health ６ (G) 3310：Maternal and Child Health ７ (G) 3310：Maternal and Child Health ８ (G)

1月21日 水

1月22日 木 3310：Maternal and Child Health ９ (G) 3310：Maternal and Child Health １０ (G) 3310：Maternal and Child Health １１ (G) 3310：Maternal and Child Health １２ (G)

1月23日 金 3310：Maternal and Child Health １３ (G) 3310：Maternal and Child Health １４ (G) 3310：Maternal and Child Health １５ (G) 3310：Maternal and Child Health １６ (G)

1月24日 土

1月25日 日

1月26日 月

1月27日 火

1月28日 水

1月29日 木

1月30日 金

1月31日 土

2月1日 日

2月2日 月

2月3日 火

2月4日 水

2月5日 木

2月6日 金

2月7日 土

2月8日 日

2月9日 月

2月10日 火

2月11日 水

2月12日 木

2月13日 金

2月14日 土

2月15日 日

2月16日 月

2月17日 火

2月18日 水

2月19日 木

2月20日 金

2月21日 土

2月22日 日

2月23日 月

2月24日 火

2月25日 水

2月26日 木

2月27日 金

2月28日 土

3月1日 日

3月2日 月

3月3日 火

3月4日 水

3月5日 木

3月6日 金

3月7日 土

3月8日 日

3月9日 月

3月10日 火

3月11日 水

3月12日 木

3月13日 金

3月14日 土

3月15日 日

3月16日 月

3月17日 火

3月18日 水

3月19日 木

3月20日 金

3月21日 土

3月22日 日

3月23日 月

3月24日 火

3月25日 水

3月26日 木

3月27日 金

3月28日 土

3月29日 日

3月30日 月

3月31日 火

※１　産学リンケージ特論、臨床実践特別演習系は時間割から除く。Courses such as 産学リンケージ特論 and any practical lectures are not on the above schedule.
※２　英語表記科目：全編英語開講。Courses with the English title in above schedule will be held in English.
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5.授業科目の講義内容 

 

Course Syllabus 
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医歯学総合概論 

時間割番号 031001 

科目名 医歯学総合概論 科目 ID GH--b3001-L 

担当教員 大橋 健一, 山本 正英, 野﨑 浩佑, 塩飽 裕紀, 道 泰之, 田澤 立之, 金兼 弘和, 伊藤 真以, 宮坂 尚幸, 松

倉 遊, 宮﨑 晋介, 川島 伸之, 小宮 力, 並木 剛, 岩井 秀之, 浜本 康夫[OHASHI Kenichi, YAMAMOTO 

Masahide, NOZAKI Kosuke, SHIWAKU Hiroki, MICHI Yasuyuki, TAZAWA Ryushi, KANEGANE Hirokazu, ITO Mai, 

MIYASAKA Naoyuki, MATSUKURA Yu, MIYAZAKI Shinsuke, KAWASHIMA Nobuyuki, KOMIYA Chikara, NAMIKI 

Takeshi, IWAI Hideyuki, HAMAMOTO Yasuo] 

開講時期 2025年度前期 対象年次 1～ 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

 

連絡先：教務課湯島教務室大学院教務第２グループ TEL:03-5803-4534、Email: grad02＠ml.tmd.ac.jp 

英語による授業：全て日本語で行う。 

授業の目的、概要等 

授業目的：様々な学問的背景を持つ修士課程の学生に対して、現代の医歯学の学問体系について全体像の概要、臨床分野における疾病

予防を含めた医療活動の概要とその意義を授業する。 

概要：医療活動の重要性、主要な疾患に関する疫学、診断、治療、およびリハビリテーションの基礎的知識、社会に貢献する医歯学研究

のあり方と進め方について授業する。疾病の診断、治療、予防及び疫学の基本的戦略、臨床医学・歯学の診断、治療における基本的原理

に加え、 医歯学を支える学際的な学問分野領域の重要性と可能性及び生命倫理とリスクマネージメントについても授業する。 

授業の到達目標 

様々な学問的背景を持ち医学修士・歯学修士の取得を目指す学生が、課題研究の遂行や、課程修了後の研究・社会活動に役立つように、

現代の医歯学の学問体系の全体像を理解するとともに、各臨床医学・歯学分野における疾患の診断、治療、予防及び疫学の基本的戦略

方法を理解し、生命倫理とリスクマネージメントについて理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 
1 4/10 10:45-12:15 ライブ 臨床検査医学 伊藤 真以 
2 4/10 13:30-15:00 オンデマンド 整形外科学 松倉 遊 
3 4/11 10:45-12:15 ライブ 臨床腫瘍学 浜本 康夫 
4 4/11 13:30-15:00 ライブ 精神行動医科学 塩飽 裕紀 
5 4/11 15:25-16:55 ライブ 膠原病・リウマチ内科学 岩井 秀之 
6 4/18 13:30-15:00 オンデマンド 統合呼吸器病学 田澤 立之 
7 4/18 15:25-16:55 ライブ 歯髄生物学 川島 伸之 
8 4/21 15:25-16:55 ライブ 内分泌・代謝内科学 小宮 力 
9 4/21 17:15-18:45 ライブ 皮膚科学 並木 剛 
10 4/23 15:25-16:55 ライブ 小児地域成育医療学 金兼 弘和 
11 4/24 13:30-15:00 ライブ 血液内科学 山本 正英 
12 4/24 15:25-16:55 ライブ 顎口腔外科学 道 泰之 
13 4/25 13:30-15:00 ライブ 循環制御内科学 宮﨑 晋介 
14 4/25 15:25-16:55 ライブ 生体補綴歯科学 野﨑 浩佑 
15 4/25 17:15-18:45 ライブ 生殖機能協関学 宮坂 尚幸 

 

授業方法 

本学医学部・歯学部の臨床主要分野の教員による講義形式の授業である。 

成績評価の方法 

【成績評価方法】 

参加状況と受講姿勢（75%、ただし 2/3以上の出席が必要）、レポート（25%）から評価する。 

（以下に記載） 

 

【レポート提出】 

出席した授業のうち 4回を選び、それぞれの要旨をまとめる。 
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レポートは電子媒体（pdfまたはMSWordで、全体を単一のファイルにすること）で作成する。 

全体でA4用紙4ページ以内（4回分まとめて 4ページ以内）。 

 

提出先：WebClassのレポート提出用コースにアクセスし、課題レポートをアップロードして提出する。 

 

提出期限：この科目の最終授業から 1か月後の週の金曜日 

※ただし、期限を過ぎても提出は可能である（評価には影響する）。レポート提出は、合格のためには必須とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

下記参考書その他により予習してから受講することを勧める。 

参考書 

教科書・参考書等は授業中に指示される場合がある。 
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Philosophy of Medicine and Dentistry 

Lecture No 031001 

Subject title Philosophy of Medicine and Dentistry Subject ID GH--b3001-L 

Instructors 大橋 健一, 山本 正英, 野﨑 浩佑, 塩飽 裕紀, 道 泰之, 田澤 立之, 金兼 弘和, 伊藤 真以, 宮坂 尚幸, 松

倉 遊, 宮﨑 晋介, 川島 伸之, 小宮 力, 並木 剛, 岩井 秀之, 浜本 康夫[OHASHI Kenichi, YAMAMOTO 

Masahide, NOZAKI Kosuke, SHIWAKU Hiroki, MICHI Yasuyuki, TAZAWA Ryushi, KANEGANE Hirokazu, ITO Mai, 

MIYASAKA Naoyuki, MATSUKURA Yu, MIYAZAKI Shinsuke, KAWASHIMA Nobuyuki, KOMIYA Chikara, NAMIKI 

Takeshi, IWAI Hideyuki, HAMAMOTO Yasuo] 

Semester Spring 2025 Level 1st -  year Units 2 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Contact: Yushima Student Office Graduate Student Affairs Group 2. 

Availability in English: All classes are taught in Japanese. 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: This course teaches the whole image of modern medical and dental sciences and clinical activities including disease 

prevention for students who may have various academic backgrounds. 

Outline: Knowledge of a wide range of bio-related science is needed to fully understand and utilize results of latest biosciences. This series of 

lectures covers basic ideas of molecular biology, protein chemistry, organic chemistry and bioengineering, and is expected to widen intellectual 

horizons of students and improve their understanding of the complex nature of current biosciences. 

Course Objective(s) 

Students who may have various academic backgrounds to acquire a certain level of understanding of the whole image of medical and dental 

sciences, and strategies and logics of clinical activities, which will be helpful in research for thesis and in research, and social activities after 

graduation. 

Lecture plan 

No Date Time Room Lecture theme Staff 
1 4/10 10:45-12:15 ライブ  ITO Mai 
2 4/10 13:30-15:00 オンデマンド  MATSUKURA Yu 
3 4/11 10:45-12:15 ライブ  HAMAMOTO Yasuo 
4 4/11 13:30-15:00 ライブ  SHIWAKU Hiroki 
5 4/11 15:25-16:55 ライブ  IWAI Hideyuki 
6 4/18 13:30-15:00 オンデマンド  TAZAWA Ryushi 
7 4/18 15:25-16:55 ライブ  KAWASHIMA Nobuyuki 
8 4/21 15:25-16:55 ライブ  KOMIYA Chikara 
9 4/21 17:15-18:45 ライブ  NAMIKI Takeshi 
10 4/23 15:25-16:55 ライブ  KANEGANE Hirokazu 
11 4/24 13:30-15:00 ライブ  YAMAMOTO Masahide 
12 4/24 15:25-16:55 ライブ  MICHI Yasuyuki 
13 4/25 13:30-15:00 ライブ  MIYAZAKI Shinsuke 
14 4/25 15:25-16:55 ライブ  NOZAKI Kosuke 
15 4/25 17:15-18:45 ライブ  MIYASAKA Naoyuki 

 

Lecture Style 

Lecture 

Grading System 

【Grade evaluation method】 

Evaluation is based on the participation status and attendance attitude (75% score), and report (25% score). Besides, attendance of more than 

2/3 of individual classes (lectures) and submission of the report is required for passing. 

 

【Report】 
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Pick up 4 classes (lectures) that you have attended. Summarize the contents of each of them. The total length of the four reports should be 

within four pages of A4 size sheet. Make a single digital file (pdf or MSWord, single file) of four reports. 

 

【Submission】 

Access the report submission course of the WebClass system. Upload your report. 

 

【Submission deadline】 

The Friday in the week when it is one month after the last class (lecture) of this course. 

Late submission after the deadline is possible. Although a late submission is considered in the evaluation. The submission of the report is 

mandatory for passing. 

Prerequisite Reading 

It is recommended that one refers to the textbook (below) before the lecture. 

Reference Materials 

English textbook to be announced 
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初期研究研修 

時間割番号 031002 

科目名 初期研究研修 科目 ID GC--a3002-L 

担当教員  

開講時期 2025年度前期 対象年次 1～ 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

 

※2024年度より初期研究研修を受講したことによる「基礎研究 IDおよび受講証番号」の発行は行わない。 

「基礎研究 ID および研究倫理講習会受講証番号」についての詳細及び問い合わせ先は、以下の大学ホームページをご確認いただく。な

お、2024年度版の開講については、順次 infoメール等でお知らせがある。 

home ＞ 研究・連携 ＞ 研究手続き ＞ 研究に必要な講習会案内 

https://www.tmd.ac.jp/tmd-research/safety/koushoukaiannai/ 

授業の目的、概要等 

研究開始に当たり，種々の研究分野における基本的な研究概念や具体的な研究方法の必要知識および研究実施上の注意事項を学習す

る。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 
1 4/14 10:00-17:00 ライブ 
2 4/15 10:00-17:00 ライブ 
3 4/17 10:00-17:00 ライブ 

 

成績評価の方法 

授業の参加状況と授業中に与えられた課題の達成度（合計100％、課題の達成度は 50%以内）に基づいて総合的に評価を行う。 

 

受講方法等の詳細は、全学 infoメール等の通知をご確認ください。 

＜対象講義＞ 

日本語開講：「文献検索 / 図書館の利用」 

英語開講：「Literature Search / Utilization of Library」 

準備学習等についての具体的な指示 
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Initial Research Training 

Lecture No 031002 

Subject title Initial Research Training Subject ID GC--a3002-L 

Instructors  

Semester Spring 2025 Level 1st -  year Units 1 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

※Basic Research ID don't get to take the course from 2024. 

Please contact the Research Safety Unit about details on "Basic Research ID,". 

The 2024 edition of the course will be announced by info mail.So please check it. 

home ＞ 研究・連携 ＞ 研究手続き ＞ 研究に必要な講習会案内 

https://www.tmd.ac.jp/tmd-research/safety/koushoukaiannai/ 

Course Purpose and Outline 

Research work should be done in accordance with various rules and regulations including those related to ethics, and those related to handling of 

toxic substances, radioactive materials and animals. This series of lectures introduce rules and regulations that the students should follow during 

research work. Also, the students learn how to use libraries and data bases, and how to avoid scientific misconducts. 

Lecture plan 

No Date Time Room 
1 4/14 10:00-17:00 ライブ 
2 4/15 10:00-17:00 ライブ 
3 4/17 10:00-17:00 ライブ 

 

Grading System 

Attendance (more than 50%), and achievement of assignments given in the course (less than 50%). 

 

For details on how to take the course, etc., please check the  info mail or other notifications. 

<Target Lectures> 

Courses in Japanese: 「文献検索 / 図書館の利用」 

Courses in English:「Literature Search / Utilization of Library / Compulsory IT Basics」 

Prerequisite Reading 

 

Important Course Requirements 

When you register for “Initial Research Training” in English, you must choose Code: 31-3102.   If you are the Japanese or the international 

students who are fluent in Japanese, you are recommended to take “Initial Research Training for Japanese” with Code: 31-3002. 
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医歯理工学先端研究特論 

時間割番号 031003 

科目名 医歯理工学先端研究特論 科目 ID GH--a3003-L 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1～ 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

 

連絡先：教務課湯島教務室大学院教務第２グループ TEL: 03-5803-4534、Email: grad02@ml.tmd.ac.jp 

主な講義場所 

主として学内の講義室。事前に、ポスター、一斉メール、本学ホームページ等にて案内される。 

授業の目的、概要等 

授業目的：学内外のトップサイエンティストによる専門的な内容を含む講演やセミナーに積極的に参加し、最先端の研究領域についての

見識を広めるとともに、セミナーでの学問的議論に参加する素養を培う。 

概要：本特論は、医歯学総合研究科医歯理工保健学専攻の学生のうち、保健学の学位の取得を目指す学生以外、全ての学生に対する必

修科目である。医歯理工学研究における専門的かつ最新の知見を含む講演やセミナーに参加することによって、最先端の研究領域につ

いての見識を広め、学問的議論を行うことを目的とする。 

授業の到達目標 

８回以上の当科目の登録講義・セミナーに参加し、課題研究遂行や、課程修了後の研究・社会活動に役立つことが期待される見識を広め

る。 

授業方法 

事前に案内される、本科目に登録された特別講義、セミナー等に参加する。 

授業内容 

本特論の講義として該当するセミナー等は以下のとおりとする（参照URLも示す）。 

 

１）学内で開催されるセミナー等 

・『大学院特別講義』       http://www.tmd.ac.jp/faculties/graduate_school/seminar/index.html 

（※「がんプロ」「ボーダレス」と記載のあるセミナーは対象とならない。） 

・『大学院セミナー』        http://www.tmd.ac.jp/faculties/graduate_school/seminar/index.html 

・『難研セミナー』          http://www.tmd.ac.jp/mri/events/index.html 

・『生材研セミナー』         http://www.tmd.ac.jp/ibb/information/ 

  

今年度の大学院特別講義は次ページ一覧表のとおりとするが、日程、会場等の詳細は決定次第、掲示板及びホームページ等で随時周知

する。 

各セミナーについても、掲示板及びホームページ等で随時周知する。  

  

２）指導教員から推薦を受けたセミナー等（指導教員が教務課湯島教務室へ事前に照会すること。） 

※上記のセミナー等は、以下を条件とする。 

・指導教員もしくはその所属分野のスタッフがセミナーに参加し、学生の参加状況等について確認できること。 

・参加制限なし（誰でも参加可能）、事前登録不要、無料のセミナーであること。 

成績評価の方法 

８回以上の出席者が対象になる。8 回出席すれば、原則的に、到達目標をすべて達成したとみなす。さらに、８回をかなり超える出席や、

発言したセミナーが複数回あれば、期待された水準を超えて達成したと見なす場合もある。 

準備学習等についての具体的な指示 

個別のセミナー、講義等の案内を参照のこと。 

参考書 

個別のセミナー、講義等の案内を参照のこと。 

履修上の注意事項 

所定の出席票を必ず使用して、１年次の１月末までに到達目標回数の聴講をすませること。それ以降の当科目の講義・セミナーの参加に

は出席票は不要である。   
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自らが専攻しようとする専門分野ばかりでなく広範な研究領域のセミナーに参加することが望ましい。講義の使用言語は各講義の案内を

参照のこと。   

出席票は、「出席確認欄」に自身の指導教員のサインをもらう。講義中に発言した場合（講義終了後ではなく）、出席票の「講義中に行った

質問・発言記入欄」に発言した内容を記載し、セミナー担当教員よりサインをもらう。出席票は１年次の１月末までに教務課湯島教務室へ提

出すること。   

Zoom による開催の場合も対面開催と同様、出席票の「出席確認欄」に自身の指導教員のサインをもらい、講義中に発言した場合は「講義

中に行った質問・発言記入欄」に発言した内容を記載する。ただし、セミナー担当教員のサインは空欄のまま提出する。（後ほど事務から

担当教員に確認します。） 

大学院特別講義に出席する際の注意事項 （※MPHコース科目を履修登録する方は必ずご確認ください。） 

以下の MPH コース科目を履修登録する場合は、一部の講義が大学院特別講義と重複しているため、事前に大学院特別講義一覧表に記

載されている講義演目を必ず確認し、履修登録したMPHコース科目と重複していない大学院特別講義へご出席ください。なお、MPHコー

ス科目と重複した大学院特別講義に出席した場合には、医歯理工学先端研究特論の出席回数として認められませんのでご注意ください。 

＜一部の講義が大学院特別講義と重複しているMPHコース科目＞ 

・Social Epidemiology（社会疫学） 

・Public Health Biology（公衆衛生のための医学・生物学） 

・Global Health（グローバルヘルス） 

・Healthcare Business（ヘルスケアビジネス） 

・Behavioral Sciences（行動科学） 

 

備考 

分野等で随時行うセミナー等を、当科目の登録セミナーとするには、指導教員が教務課湯島教務室へ事前に照会すること。 

※上記のセミナー等は、参加制限なし（誰でも参加可能）、事前登録不要、無料のセミナーであることを原則とする。 
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Special Lectures for Advanced Research on Life Science and Technology 

Lecture No 031003 

Subject title Special Lectures for Advanced Research on Life Science and 

Technology 

Subject ID GH--a3003-L 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st -  year Units 1 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Contact: Yushima Student Office Graduate Student Affairs Group 2 

TEL:03-5803-4534 

Email: grad02@ml.tmd.ac.jp 

 

Availability in English: 

Lecture place 

Mainly at lecture rooms in Science Tokyo.  Announced beforehand. 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: This course requires students to attend lectures and seminars in which top scientists inside and outside Science Tokyo talk, 

learn leading advances in research fields, and join in academic discussion. 

Outline: Students register and attend the research seminars (listed below)held at our university and presented by invited speakers. These 

seminars should provide students with exposure to forefront research covering a wide range of topic areas from experts in their discipline. 

Course Objective(s) 

Students have to attend eight or more registered lectures and seminars.  Learn advances in research fields, which will be helpful in research for 

thesis and research, and social activities after graduation. 

Lecture Style 

Attending lectures and seminars that are announced in advance. 

Course Outline 

Lectures and seminars that are registered for this course includes: 

 

1) Graduate School Special Lecture「大学院特別講義」 

2) Graduate School Seminar「大学院セミナー」 

  ※「がんプロ」「ボーダレス」seminars are NOT countable. 

     【URL】 http://www.tmd.ac.jp/faculties/graduate_school/seminar/index.html 

3) Medical Research Institute (MRI) Seminar 

     【URL】http://www.tmd.ac.jp/mri/events/index.html 

4) Institute of Biomaterials and Bioengineering (IBB) Seminar 

     【URL】http://www.tmd.ac.jp/ibb/information/  

   

Each lecture and seminar is announced in the poster and the Science Tokyo home page on the following URL. Graduate School Special 

Lectures are listed in the following pages. 

  

Other seminars can be registered in this course if the supervisor apply for it. (They have to be open to any audience without preregistration and 

free of admission fee.) 

Grading System 

Students who attend eight or more lectures and seminars are evaluated.  The attendance at eight lectures is basically considered to have 

achieved all the goals. In addition, if a student attends much more than eight times or participates in discussion by asking questions or giving 

comments, he/she may be considered to have achieved the level higher than expected. 

Prerequisite Reading 

Refer to the announcement of each lecture and seminar. 
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Reference Materials 

Refer to the announcement of each lecture and seminar. 

Important Course Requirements 

Attend all lectures in the first one year. Specifically, attend the required number of lectures (cf. “Grading System” above) by the end of January 

of the first year with your attendance record form. 

In February and March, you do not need to record your attendance into the attendance record form. It is preferable to attend lectures and 

seminars in a wide range of research fields. Refer to the announcement of each lecture and seminar for language. Get a signature of your 

supervisor in the attendance record form each time a student attends it. 

If you speak something during the seminar (but not after the close of the seminar), write down your remarks in the "comment" area of the 

attendance record form and get a signature of the host of the lecture. Submit the attendance record form by the end of January of the first one 

year to Yushima Student Office Graduate Student Affairs Group 2. 

In the case of lectures held by using Zoom:  Get the signature of your supervisor in the "attendance confirmation column" of the attendance 

record form after attending a lecture, as in the case of the face-to-face lecture. After asking a question or making a discussion in the lecture, 

write down your remarks in the "comment" area of the attendance record form. The "signature of the instructor in charge of the seminar" area 

should be left blank. (The office stuff will confirm it with the instructor in charge later.)  

Important notice for students who attend Graduate School Special Lectures.  (This notice is for students who register MPH courses and need 

to be understood well.) 

Students who register the following MPH courses, some lectures of which are same as Graduate School Special Lectures, have to check the 

topics listed in Graduate School Special Lectures in advance carefully and attend Graduate School Special Lectures which are not included in 

the following MPH courses. Please make sure that your attendance(s) at lectures which are overlapped between subjects in MPH course and 

Graduate School Special Lectures will not be counted as attendance(s) at lectures in Special Lectures for Advanced Research on Life Science 

and Technology.  

(List of MPH courses which include same lectures as Graduate School Special Lectures) 

・Social Epidemiology 

・Public Health Biology 

・Global Health 

・Healthcare Business 

・Behavioral Sciences 
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課題研究 

時間割番号 031004 

科目名 課題研究 科目 ID GH--b3004-T 

担当教員  

開講時期 2025年度２年通年 対象年次 1～2 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による。 

詳細は所属分野のシラバス及び担当教員へ確認すること。 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：研究課題に関する学位論文の完成を念頭に置き、医歯理工保健学における研究とは何かを学び、基本的研究遂行能力を培

う。 

概要：指導教員（および副指導教員）の指導のもとで研究活動を行う。 

授業の到達目標 

教員の指導のもとに研究課題を設定し，これについての研究計画を立案する。必要な計画変更を加えつつ研究を遂行する。研究成果

をまとめて考察を加え修士論文を作成する。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）の指定する方法 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

成績評価は、修士論文などから総合的に評価を行う。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指示による。 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）と普段からコミュニケーションを図ること。 

備考 

課題研究はすべての学生に課せられる。学位申請に関する規則に関しては、学位に関する規則等を参照のこと。 
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Research for Thesis 

Lecture No 031004 

Subject title Research for Thesis Subject ID GH--b3004-T 

Instructors  

Semester YearLong 2025pp Level 1st - 2nd year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s):The supervisor (and the sub-supervisor) 

Office hours:To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose:Students are supposed to learn what research is in the medical, dental, bioscientfic or engineering fields and to acquire basic 

ability to perform research. 

Outline:Research subject is determined in the field of medical, dental, bioscience and bioengineering through discussion with the supervisors. 

Students actively participate in their research projects to acquire techniques and the ability/skill for assessing the research subject by 

themselves. 

Course Objective(s) 

To create a research project, form a research plan, perform research, revise the research plan, summarize the research product, and finalize the 

thesis. 

Lecture Style 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

Comprehensive grading based on the thesis paper and other achievements 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 

Note(s) to Students 

This course is required for all students. Please read the article “Application for degree” in this guide book for further information on the policies 

and regulations of the Graduate School. 
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Research for Thesis 

Lecture No 031012 

Subject title Research for Thesis Subject ID  

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st - 2nd year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

課題研究（秋期） 

Instructor(s):The supervisor (and the sub-supervisor) 

Office hours:To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose:Students are supposed to learn what research is in the medical, dental, bioscientfic or engineering fields and to acquire basic 

ability to perform research. 

Outline:Research subject is determined in the field of medical, dental, bioscience and bioengineering through discussion with the supervisors. 

Students actively participate in their research projects to acquire techniques and the ability/skill for assessing the research subject by 

themselves. 

Course Objective(s) 

To create a research project, form a research plan, perform research, revise the research plan, summarize the research product, and finalize the 

thesis. 

Lecture Style 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

Comprehensive grading based on the thesis paper and other achievements 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 

Note(s) to Students 

This course is required for all students. Please read the article “Application for degree” in this guide book for further information on the policies 

and regulations of the Graduate School. 
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医科学演習 

時間割番号 031005 

科目名 医科学演習 科目 ID GH--b3005-S 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1～ 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等により、医科学研究に必要なプレゼンテーション能力、コ

ミュニケーション能力、情報収集能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力を身につける。 

 

概要：指導教員（および副指導教員）の所属する分野や関連分野のセミナー、輪読会、ジャーナルクラブ、プログレスレポート等に参加し、

医科学研究の最新知識や技術情報を学び，研究背景・方法および実験技術の基本を理解するなかで、研究に必要な基本能力を獲得す

る。 

授業の到達目標 

医科学研究における、基本的プレゼンテーション能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力等を身につける。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと。 
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Seminar of Medical Science 

Lecture No 031005 

Subject title Seminar of Medical Science Subject ID GH--b3005-S 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st -  year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical 

thinking skill, which are necessary in master course research in medicine, by attending small-group seminars run by the supervisor(s). 

 

Outline: Students attend laboratory seminars and meetings under the guidance of supervisors to acquire the basick research ability in medicine. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical thinking 

skill, which are necessary in master course research in medicine. 

Lecture Style 

Practical training in laboratory seminars and meatings under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a 

small-group environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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医科学実習 

時間割番号 031006 

科目名 医科学実習 科目 ID GH--b3006-E 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1～ 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する 

授業の目的、概要等 

授業目的：医科学研究に必要な実際的な研究手法、研究技術、機器操作方法、データ解析方法、問題解決方法を身につける。 

 

概要：一対一環境または少人数環境における実習指導により、立案した研究課題の遂行に必要な情報収集、実験、データ解析、問題解決

のための情報収集法、実験技術や解析手法を学ぶ。 

授業の到達目標 

医科学研究のための、情報収集法、実験手技、データ解析方法を習得し、研究遂行のための問題解決能力を培う。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）の分野のメンバーによる一対一環境または少人数環境における実習指導による。 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと 
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Practice of Medical Science 

Lecture No 031006 

Subject title Practice of Medical Science Subject ID GH--b3006-E 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st -  year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in medical science. 

 

Outline: Students learn techniques in bioscience and bioengineering under the guidance of supervisors in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in medical science. 

Lecture Style 

Practical research training in laboratories under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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歯科学演習 

時間割番号 031007 

科目名 歯科学演習 科目 ID GH--b3007-S 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1～ 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等により、歯科学研究に必要なプレゼンテーション能力、コ

ミュニケーション能力、情報収集能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力を身につける。 

 

概要：指導教員（および副指導教員）の所属する分野や関連分野のセミナー、輪読会、ジャーナルクラブ、プログレスレポート等に参加し、

歯科学研究の最新知識や技術情報を学び，研究背景・方法および実験技術の基本を理解するなかで、研究に必要な基本能力を獲得す

る。 

授業の到達目標 

歯科学研究における、基本的プレゼンテーション能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力等を身につける。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと。 
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Seminar of Dental Science 

Lecture No 031007 

Subject title Seminar of Dental Science Subject ID GH--b3007-S 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st -  year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical 

thinking skill, which are necessary in master course research in dentistry, by attending small-group seminars run by the supervisor(s). 

 

Outline: Students attend laboratory seminars and meetings under the guidance of supervisors to acquire the basick research ability in dentistry. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical thinking 

skill, which are necessary in master course research in dentistry. 

Lecture Style 

Practical training in laboratory seminars and meatings under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a 

small-group environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 
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歯科学実習 

時間割番号 031008 

科目名 歯科学実習 科目 ID GH--b3008-E 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1～ 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：歯科学研究に必要な実際的な研究手法、研究技術、機器操作方法、データ解析方法、問題解決方法を身につける。 

 

概要：一対一環境または少人数環境における実習指導により、立案した研究課題の遂行に必要な情報収集、実験、データ解析、問題解決

のための情報収集法、実験技術や解析手法を学ぶ。 

授業の到達目標 

歯科学研究のための、情報収集法、実験手技、データ解析方法を習得し、研究遂行のための問題解決能力を培う。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）の分野のメンバーによる一対一環境または少人数環境における実習指導による。 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと 
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Practice of Dental Science 

Lecture No 031008 

Subject title Practice of Dental Science Subject ID GH--b3008-E 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st -  year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in dental science. 

 

Outline: Students learn techniques in bioscience and bioengineering under the guidance of supervisors in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in dental science. 

Lecture Style 

Practical research training in laboratories under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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口腔保健学演習 

時間割番号 031009 

科目名 口腔保健学演習 科目 ID GH--b3009-S 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1～ 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等により、口腔保健学研究に必要なプレゼンテーション能

力、コミュニケーション能力、情報収集能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力を身につける。 

 

概要：指導教員（および副指導教員）の所属する分野や関連分野のセミナー、輪読会、ジャーナルクラブ、プログレスレポート等に参加し、

口腔保健学研究の最新知識や技術情報を学び，研究背景・方法および実験技術の基本を理解するなかで、研究に必要な基本能力を獲得

する。 

授業の到達目標 

口腔保健学研究における、基本的プレゼンテーション能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力等を身につける。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと。 
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Seminar of Oral Health Science 

Lecture No 031009 

Subject title Seminar of Oral Health Science Subject ID GH--b3009-S 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st -  year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical 

thinking skill, which are necessary in master course research in oral health, by attending small-group seminars run by the supervisor(s). 

 

Outline: Students attend laboratory seminars and meetings under the guidance of supervisors to acquire the basick research ability in oral health. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical thinking 

skill, which are necessary in master course research in oral health. 

Lecture Style 

Practical training in laboratory seminars and meatings under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a 

small-group environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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口腔保健学実習 

時間割番号 031010 

科目名 口腔保健学実習 科目 ID GH--b3010-E 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1～ 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：口腔保健学研究に必要な実際的な研究手法、研究技術、機器操作方法、データ解析方法、問題解決方法を身につける。 

 

概要：一対一環境または少人数環境における実習指導により、立案した研究課題の遂行に必要な情報収集、実験、データ解析、問題解決

のための情報収集法、実験技術や解析手法を学ぶ。 

授業の到達目標 

口腔保健学研究のための、情報収集法、実験手技、データ解析方法を習得し、研究遂行のための問題解決能力を培う。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）の分野のメンバーによる一対一環境または少人数環境における実習指導による。 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと 
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Practice of Oral Health Science 

Lecture No 031010 

Subject title Practice of Oral Health Science Subject ID GH--b3010-E 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st -  year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in oral health science. 

 

Outline: Students learn techniques in bioscience and bioengineering under the guidance of supervisors in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in oral health science. 

Lecture Style 

Practical research training in laboratories under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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生命理工学演習 

時間割番号 031892 

科目名 生命理工学演習 科目 ID GH--b3061-- 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等により、生命理工学研究に必要なプレゼンテーション能

力、コミュニケーション能力、情報収集能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力を身につける。 

 

概要：指導教員（および副指導教員）の所属する分野や関連分野のセミナー、輪読会、ジャーナルクラブ、プログレスレポート等に参加し、

生命理工学研究の最新知識や技術情報を学び、研究背景・方法および実験技術の基本を理解するなかで、研究に必要な基本能力を獲得

する。 

授業の到達目標 

生命理工学研究における、基本的プレゼンテーション能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力等を身につける。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと。 
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Seminar of Life Science and Engineering 

Lecture No 031892 

Subject title Seminar of Life Science and Engineering Subject ID GH--b3061-- 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical 

thinking skill, which are necessary in master course research in Life Science and Engineering, by attending small-group seminars run by the 

supervisor(s). 

 

Outline: Students attend laboratory seminars and meetings under the guidance of supervisors to acquire the basick research ability in Life 

Science and Engineering. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical thinking 

skill, which are necessary in master course research in Life Science and Engineering. 

Lecture Style 

Practical training in laboratory seminars and meatings under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a 

small-group environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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Seminar of Life Science and Engineering 

Lecture No 031904 

Subject title Seminar of Life Science and Engineering Subject ID  

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

生命理工学演習（秋期） 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical 

thinking skill, which are necessary in master course research in Life Science and Engineering, by attending small-group seminars run by the 

supervisor(s). 

 

Outline: Students attend laboratory seminars and meetings under the guidance of supervisors to acquire the basick research ability in Life 

Science and Engineering. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical thinking 

skill, which are necessary in master course research in Life Science and Engineering. 

Lecture Style 

Practical training in laboratory seminars and meatings under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a 

small-group environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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生命理工学実習 

時間割番号 031893 

科目名 生命理工学実習 科目 ID GH--b3062-- 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：生命理工学研究に必要な実際的な研究手法、研究技術、機器操作方法、データ解析方法、問題解決方法を身につける。 

 

概要：一対一環境または少人数環境における実習指導により、立案した研究課題の遂行に必要な情報収集、実験、データ解析、問題解決

のための情報収集法、実験技術や解析手法を学ぶ。 

授業の到達目標 

生命理工学研究のための、情報収集法、実験手技、データ解析方法を習得し、研究遂行のための問題解決能力を培う。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）の分野のメンバーによる一対一環境または少人数環境における実習指導による。 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと 
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Practice of Life Science and Engineering 

Lecture No 031893 

Subject title Practice of Life Science and Engineering Subject ID GH--b3062-- 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in Life science and engineering. 

 

Outline: Students learn techniques in bioscience and bioengineering under the guidance ofsupervisors in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in Life science and engineering. 

Lecture Style 

Practical research training in laboratories under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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Practice of Life Science and Engineering 

Lecture No 031905 

Subject title Practice of Life Science and Engineering Subject ID  

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

生命理工学実習（秋期） 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in Life science and engineering. 

 

Outline: Students learn techniques in bioscience and bioengineering under the guidance ofsupervisors in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in Life science and engineering. 

Lecture Style 

Practical research training in laboratories under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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保健学演習 

時間割番号 031894 

科目名 保健学演習 科目 ID GH--b3113-- 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等により、保健学研究に必要なプレゼンテーション能力、コ

ミュニケーション能力、情報収集能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力を身につける。 

 

概要：指導教員（および副指導教員）の所属する分野や関連分野のセミナー、輪読会、ジャーナルクラブ、プログレスレポート等に参加し、

保健学研究の最新知識や技術情報を学び、研究背景・方法および実験技術の基本を理解するなかで、研究に必要な基本能力を獲得す

る。 

授業の到達目標 

保健学研究における、基本的プレゼンテーション能力、文献検索能力、文献精読能力、論理的思考能力等を身につける。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）を交えた少人数環境におけるセミナー等 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと。 
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Seminar of Medical Laboratory Science 

Lecture No 031894 

Subject title Seminar of Medical Laboratory Science Subject ID GH--b3113-- 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches presentation skill, communication skill, information-gatheringskill, literature-searching skill, and logical 

thinking skill, which are necessary inmaster course research in in medical laboratory science, by attedning small-groupseminars run by the 

supervisor(s). 

 

Outline: Students attend laboratory seminars and meetings under the guidance ofsupervisors to acquire the basick research ability in medical 

laboratory science. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire presentation skill, communication skill, information-gathering skill, literature-searching skill, and logical thinking 

skill, which are necessary in master course research in in medical laboratory science. 

Lecture Style 

Practical training in laboratory seminars and meatings under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a 

small-group environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 
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保健学実習 

時間割番号 031895 

科目名 保健学実習 科目 ID GH--b3114-- 

担当教員  

開講時期 2025年度通年 対象年次 1 単位数 4 

実務経験のある教

員による授業 

 

担当教員：指導教員（および副指導教員） 

オフィスアワー：指導教員（および副指導教員）の指定による 

主な講義場所 

指導教員（および副指導教員）の分野の研究室等、指導教員（および副指導教員）が指定する。 

授業の目的、概要等 

授業目的：保健学研究に必要な実際的な研究手法、研究技術、機器操作方法、データ解析方法、問題解決方法を身につける。 

 

概要：一対一環境または少人数環境における実習指導により、立案した研究課題の遂行に必要な情報収集、実験、データ解析、問題解決

のための情報収集法、実験技術や解析手法を学ぶ。 

授業の到達目標 

保健学研究のための、情報収集法、実験手技、データ解析方法を習得し、研究遂行のための問題解決能力を培う。 

授業方法 

指導教員（および副指導教員）の分野のメンバーによる一対一環境または少人数環境における実習指導による。 

授業内容 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

成績評価の方法 

指導教員（および副指導教員）の指定による。 

準備学習等についての具体的な指示 

指導教員（および副指導教員）の指定する内容 

参考書 

指導教員（および副指導教員）の指定する参考書 

履修上の注意事項 

指導教員（および副指導教員）とよく打ち合わせのこと。 
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Practice of Medical Laboratory Science 

Lecture No 031895 

Subject title Practice of Medical Laboratory Science Subject ID GH--b3114-- 

Instructors  

Semester YearLong 2025 Level 1st year Units 4 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Instructor(s): Supervisor (and Vice supervisor) 

Office hour: To be specified by the supervisor(s) 

Lecture place 

To be specified by the supervisor(s) 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose: The course teaches practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in medical laboratory science. 

 

Outline: Students learn techniques in bioscience and bioengineering under the guidance ofsupervisors in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Objective(s) 

A student is supposed to acquire practical research methods, techniques, equipment-handling, data analysis and problem-solving, which are 

necessary in master course research in medical laboratory science. 

Lecture Style 

Practical research training in laboratories under the guidance of supervisors or other staff in the department in man-to-man or a small-group 

environment. 

Course Outline 

To be specified by the supervisor(s) 

Grading System 

To be specified by the supervisor(s) 

Prerequisite Reading 

To be specified by the supervisor(s) 

Reference Materials 

To be specified by the supervisor(s) 

Important Course Requirements 

To be specified by the supervisor(s) 

 

70



人体形態学 

時間割番号 031013 

科目名 人体形態学 科目 ID GH--b3013-L 

担当教員 寺田 純雄, 中田 隆夫, 秋田 恵一, 田畑 純, 北河 憲雄[TERADA Sumio, NAKATA Takao, AKITA Keiichi, 

TABATA MAKOTO, KITAGAWA Norio] 

開講時期 2025年度前期 対象年次 1～ 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

 

英語による授業：全て日本語で行う。 

授業の目的、概要等 

授業目的：医歯学研究者として必要となる、人体の形態学的な研究方法についての基礎的な知識を与えること。 

概要： 

中田教授 ヒト組織の構造と機能 

秋田教授 人体構造とその機能 

寺田教授 神経系の解剖・組織学  

北河准教授 歯の解剖学・口腔の解剖学 

田畑教授（九州栄養福祉大学） 歯と口腔の組織学・発生学 

授業の到達目標 

生命科学の研究は、構造と物質と機能の三つの側面から生命現象を理解することによって進んできた。人体の構造を理解する為に、解剖

学が生まれ、それは最も古典的な医歯学研究の手法として現在まで生き続けている。一方で最先端の生命科学研究では、単分子構造の

解析や分子複合体の解析などにおいて、形態学は必須の研究手法となっている。このような多様な形態学の研究手法、形態学独自のも

のの見方を学生諸君に伝えることを目指す。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 
1 4/9 10:45-12:15 オンデマンド ヒト組織の構造と機能（1） 中田 隆夫 
2 4/9 13:30-15:00 オンデマンド 口腔解剖学（1）歯 北河 憲雄 
3 4/9 15:25-16:55 オンデマンド 口腔解剖学（2）口腔 北河 憲雄 
4 4/22 10:45-12:15 ライブ 口腔組織学（1）歯 田畑 純 
5 4/23 10:45-12:15 オンデマンド ヒト組織の構造と機能（2） 中田 隆夫 
6 4/23 13:30-15:00 ライブ 口腔組織学 （2）口腔 田畑 純 
7 4/24 10:45-12:15 ライブ 人体構造とその機能 秋田 恵一 
8 4/30 10:45-12:15 ライブ 神経系の解剖・組織学 寺田 純雄 

 

授業方法 

講義形式による。 

成績評価の方法 

筆記試験に基づいて評価を行う。 

成績評価の基準 

60％以上の正答率をもって合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

大学の生命系学部レベルを越える特段の予備知識や準備は要求しないが、生命科学科目の履修経験が十分でない場合は、大学教養レ

ベルの生物学の教科書（簡略なもので構わない）を通読してから授業に臨むこと。 

参考書 

細胞生物学・組織学関連 

（１） 細胞生物学・組織学の要点整理 Gartner et al. 山内訳 メディカルサイエンスインターナショナル 

（２） 最新カラー組織学 Gartner et al. 石村、井上監訳 西村書店 

（３） Molecular Cell Biology Lodish et al. Freeman and Co. 

（４） Molecular Biology of the Cell, Alberts et al. Garland 

生物顕微鏡関連 

（１） 顕微鏡の使い方ノート 羊土社 
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（２） 顕微鏡フル活用イラストレイテッド 秀潤社 

（３） Protein Localization by Fluorescence Microscopy Allan edit. Oxford Univ. Press 

肉眼解剖学関連 

（１） ラングマン 人体発生学 Sadler 安田、沢野訳 メディカルサイエンスインターナショナル 

（２） グレイ解剖学 原著第３版 Drake et al. 塩田、秋田監訳 エルゼビア・ジャパン 

（３） 人体解剖学 藤田 南江堂 

神経解剖学関連 

（１） 分冊解剖学アトラス３神経系と感覚器 文光堂 

（２） 図説中枢神経系 医学書院 

（３） The Human Brain and Spinal Cord, Heimer, Springer-Verlag 

口腔組織学関連 

（１） 口腔の発生と組織 第4版 南山堂 2019 

（２） 口腔の機能と解剖  南山堂 2021 

履修上の注意事項 

講義を契機として上掲の参考書のうち気に入ったものを通読し、知識と理解を深めることを推奨する。 

備考 

形態学は生命体のマクロから単分子構造までを対象とする幅広い学問分野であり、生命科学を探求する上での基盤として位置づけられ

る。 
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Human Anatomy, Histology and Embryology 

Lecture No 031013 

Subject title Human Anatomy, Histology and Embryology Subject ID GH--b3013-L 

Instructors 寺田 純雄, 中田 隆夫, 秋田 恵一, 田畑 純, 北河 憲雄[TERADA Sumio, NAKATA Takao, AKITA Keiichi, 

TABATA MAKOTO, KITAGAWA Norio] 

Semester Spring 2025 Level 1st -  year Units 1 

Course by the 

instructor with 

practical experiences 

 

Availability in English:All classes are taught in Japanese. 

Course Purpose and Outline 

Course Purpose:The aim of this course is to provide students with a basic understanding of the morphological organization of the human body, 

based on human anatomy, oral anatomy, histology and embryology in sufficient depth to form the basis for further research studies. 

Outline:Histology (by Prof. NAKATA ), Human Anatomy and Embryology (by Prof. AKITA), Neuroanatomy (by Prof. TERADA), Oral Anatomy (by 

Associate Prof. KITAGAGA) and Oral Histology (by Prof. TABATA, Kyushu Nutrition Welfare University) 

Course Objective(s) 

(1) To provide an overview of the organization of the human body and to understand its gross structures and cytoarchitectures.  (2) To obtain a 

basic understanding of the techniques as well as viewpoints used to investigate morphological and functional aspects of the human body. 

Lecture plan 

No Date Time Room Lecture theme Staff 
1 4/9 10:45-12:15 オンデマンド  NAKATA Takao 
2 4/9 13:30-15:00 オンデマンド  KITAGAWA Norio 
3 4/9 15:25-16:55 オンデマンド  KITAGAWA Norio 
4 4/22 10:45-12:15 ライブ  TABATA MAKOTO 
5 4/23 10:45-12:15 オンデマンド  NAKATA Takao 
6 4/23 13:30-15:00 ライブ  TABATA MAKOTO 
7 4/24 10:45-12:15 ライブ  AKITA Keiichi 
8 4/30 10:45-12:15 ライブ  TERADA Sumio 

 

Lecture Style 

Lectures: open to every student interested in attending. 

Grading System 

Grading will be based on both class participation and an examination (in English or Japanese). 

Grading Rule 

Over 60 % score is necessary for accreditation. 

Prerequisite Reading 

Prerequisite: Basic undergraduate-level textbooks on biomedical sciences 

Reference Materials 

（1） Molecular Cell Biology Lodish et al. Freeman and Co. 

（2） Molecular Biology of the Cell, Alberts et al. Garland 

（3） Protein Localization by Fluorescence Microscopy Allan edit. Oxford Univ. Press 

（4） The Human Brain and Spinal Cord, Heimer, Springer-Verlag 

（5） Bones and Cartilage, Hall, Springer-Elsevier 

（6） Ten Cate’s Oral Histology Nanci, Mosby 

Important Course Requirements 

Consult your academic advisor in advance on schedule before taking the course. 
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